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Gilgit 写本 Larger Prajñåpåramitå の

翻刻研究⑵ : fols. 38r-53r 

大乗経典思想研究会

本稿では、前稿（大乗経典思想研究会 [2021]）に引き続き、ギルギット写本般若

経（The Gilgit manuscript of the Larger Prajñåpåramitå, 以下 LPG) の transliteration 

を提示する。本年度は Zacchetti [2005] および前稿が公開した箇所 (fols.1r-27v, 

27v- 37v) に続く、fols. 38r-53r の transliteration を公開する。当該箇所は鳩摩羅

什訳『摩訶般若波羅蜜経』第 5-8 章、竺法護訳『光讃経』第 4-7 章に相当する。

当該写本は National Archives of India において、シリアルナンバー 24, 25, 28

として保存されている。所謂 Gilgit/Båmiyan type I（丸形グプタ文字）で書写さ

れており、奥書から 7 世紀の書写であると見做される。また当初 307 folios から

構成され、そのうち 10 folios が散逸していると指摘されている。

Conze[1974] によって、当該写本は『二万五千頌般若』『一万八千頌』の一

部が連続して筆写されたものと見做されていた。その一部は Conze [1962 and 

1974] によって、『一万八千頌般若』として校訂がなされた (fols. 218v1-263, 

265r6-308r9)
1
。しかし Zacchetti [2005] によって、別々のテキストと考えられて

きたこれらの写本が、同一の般若経テキストの写本であることが確認された。さ

らに 2016 年、創価大学国際仏教学高等研究所より、ネパール系『二万五千頌般若』

サンスクリット校訂本・チベット語訳・漢訳諸本の並行箇所のロケーションを付

した、当該写本の高精度の写真版（Karashima et al. [2016]）が出版されている
2
。

1　Conze の校訂した部分のうち、fols. 218-263 は現在 National Archives of India にはなく、
Karashima et al. [2016: vii]によれば、パキスタン・カラチの国立博物館に保存されているという。
また Sferra[2008: 53]によれば、当該箇所の folioのマイクロフィルムがツッチコレクションに保存
されている。一方、Karashima et al. [2016: vii]はこの指摘を誤りとしてツッチコレクションに当該
写本は含まれないとするが、本研究会では未だ確認していない。
2　本研究は Karashima et al. [2016]の成果に基づいて成立している。故辛嶋静志教授をはじめ、同
書に携わられた全ての方々に深く感謝致します。なお写本の folio毎の詳細、先行研究については、
同書および前稿を参照されたい。
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既に校訂がなされているネパール系『二万五千頌般若』に比して、LPG は

後世の論書に基づく改変がなされず、漢訳諸本に近い姿を留める大品系般若経

のサンスクリット本として重要である。本研究では、LPG の全体の翻刻を公

開することで、鳩摩羅什訳『摩訶般若波羅蜜経』（別名『大品般若経』）をはじめ

とする大品系般若経の漢訳諸本の新たな研究基盤を構築することを目指す。ま

たサンスクリット本『十万頌般若』・チベット語訳『十万頌般若』デルゲ版・『大

般若波羅蜜多経』初会のロケーションを記載することにより、拡大般若経の包

括的研究を視野に入れる。

本稿においては、LPG を『十万頌般若』サンスクリット本およびネパール

系『二万五千頌般若』と対照させ、注において異読を提示した。また鳩摩羅什

訳『摩訶般若波羅蜜経』の並行文を提示した。異読の提示においては、半母

音の交替（˚/ri）， アヌスヴァーラおよびヴィサルガの欠落など、仏教混交梵語

に一般的な特徴については注記していない。また Edgerton[1953] をはじめと

する先行研究が既に指摘している語形についても、訂正・注記せずに留めた。

なお folio 毎の諸本の並行箇所のロケーションについては、前稿に引き続き

Karashima et al. [2016] より転載している。

LPG は、後世の論書に基づく改変がなされていない拡大般若経のサンスク

リット本として、『十万頌般若』サンスクリット本と共通している。前稿で指

摘したように、後世に再編集されたネパール系『二万五千頌般若』に比して、

両文献は構文・中期インド語形などが一致する。 

本稿で取り扱う範囲では、LPG は fol. 40r2 迄が第 1 章、fol. 50v7 迄が第 2

章、fol. 53r13 迄が第 3 章に分けられている。係る第 3 章迄の章立てについて

も、LPG と『十万頌般若』サンスクリット本が一致していることが確認される。

両文献は章毎のタイトルを記していない点も同じである
3
。また大品系般若経

のチベット語訳であるカンギュル所収『二万五千頌般若』『一万八千頌般若』も、

3　LPG fol. 40r2: prajñåpåramitåyå˙ prathama˙ parivarta˙, ÍsP(Gh): iti ßatasåhasrikå˙ 
prajñåpåramitåyå˙ prathama˙ parivartta˙; LPG fol.50v7: prajñåpåramitåyåµ dvit¥ya˙ 
parivarta˙,  ÍsP(Gh): ßatasåhasasryå˙ pråjñåpåramitåyå dvit¥ya˙ parivartta˙; LPG fol. 53r13: 
prajñåpåramitåyå{˙}s trit¥ya˙ pariva(rta˙), ÍsP(Gh): ßatasåhasryåµ prajñåpåramitåyåµ t˚t¥ya˙ 
parivartta˙.
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LPG およびサンスクリット本『十万頌般若』と同一の章立てとなっている。  

係る大品系般若経諸本のうち、LPG がどのテキストに近接しているのかは

未だ確認されていない
4
。本稿では、LPG fol. 51r-v に列挙される三昧の名称に

ついて、LPG およびネパール系『二万五千頌般若』と鳩摩羅什訳『大品般若経』、

玄奘訳『大般若波羅蜜多経』（別名『大般若経』）第三会とを比較し、別表に纏めた。

その結果、いくつかの出入りはあるものの、LPG に 32 ある三昧のうち、①

ネパール系『二万五千頌般若』に対応がなく、LPG と漢訳諸本のみに挙げら

れる三昧が 3 点認められた
5
。また② LPG と漢訳諸本に対応がなく、ネパール

系『二万五千頌般若』のみに挙げられる三昧が 2 点認められた
6
。①と②から、

当該箇所でも、ネパール系『二万五千頌般若』に比して LPG と漢訳諸本が近

接していることが窺われる。

さらに③ LPG およびネパール系『二万五千頌般若』の最後に挙げられ、漢

訳諸本のうち『大般若経』第三会のみに対応がある三昧が 3 点認められた
7
。『大

般若経』第二会を含め、他の漢訳諸本はその直前の三昧までで列挙を終えてい

る
8
。そのことから、当該箇所では、LPG およびネパール系『二万五千頌般若』

と『大般若経』第三会は増広箇所を共有していると考えられる。

上記の比較から、LPG は、少なくとも fol. 51 に列挙される三昧の名称につ

いては、漢訳諸本のうち『大般若経』第三会に近接していると見做し得る。し

かしテキスト全体の比較検討は、依然として今後の課題となる。

本研究会は Karashima et al. [2016] の編著者・協力者をはじめとする研究者

を中心に構成されている。メンバーは以下の通りである :

・伊久間洋光（綜合仏教研究所研究員・研究会代表）

・玉井達士（一般社団法人セリンディア研究所代表理事）

・鈴木健太（北海道武蔵女子短期大学教授）

4　大品系般若経の漢訳諸本およびチベット語訳諸本の詳細については、前稿を参照されたい。
5　LPG: råjamudråµ samådhiµ, sarvadharmajñånådhivåsanapraveßaµ samådhim* , 
daßadigvyavalokitaµ samådim*.
6　PvsP(K):  gaganagañjamudraµ samådhiµ, sarvadharmajñånamudråpraveßaµ samådhiµ.
7 LPG: sarvakleßanirdahanaµ samådhim* , caturmårabalaniråkara∫aµ samådhim* , 
daßabalabalodgataµ samådhim*.
8　LPG: dhvajågrakey∑raµ samådhim*.
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・庄司史生（立正大学准教授）

・宮崎展昌（鶴見大学仏教文研究所准教授）

・大塚恵俊（本学非常勤講師）

・横山裕明（綜合仏教研究所主任）

・名取玄喜（真言宗豊山派総合研究院宗学研究所研究員）

・木村美保（綜合仏教研究所研究員）

・張美僑（国際仏教学大学院大学博士後期課程）

・児玉瑛子（大正大学大学院博士後期課程）

役割分担として、宮崎展昌氏・張美僑氏が鳩摩羅什訳並行箇所の読み・句読

点を提示し、鈴木健太氏が『大般若波羅蜜多経』初会、庄司史生氏がチベット

語訳『十万頌般若』デルゲ版、伊久間・鈴木氏がサンスクリット本『十万頌般若』

のロケーション同定を行った。また伊久間・玉井達士博士が読みの提示・スク

ライバルエラー修正等を行い、定期研究会で写本プレートと合わせ全員で検討

している。

なお、本研究は JSPS 科研費 JP20H01185 の助成を受けている。

別表　Gilgit 写本 (LPG fol.51) とネパール系『二万五千頌般若』(PvsP(K)), 鳩摩羅什訳『大
品般若経』(Kj), 玄奘訳『大般若経』第三会 (XzIII) における三昧の名称の比較

9

LPG fol. 51r-v PvsP(K) Kj Xz(III)

siµhavikr¥∂itaµ samådhiµ siµhavikr¥∂itaµ samådhiµ 師子遊戲三昧 師子遊戲等持

siµhavij˚µbhitaµ 
samådhiµ

siµhavij˚mbhitaµ 
samådhiµ 師子奮迅三昧 師子奮迅等持

ß∑raµgamaµ samådhiµ ß∑raµgamaµ samådhiµ 首楞嚴三昧 健行等持

ratnamudråµ samådhiµ ratnamudraµ samådhiµ 寶印三昧 寶印等持

9　複合語の一部に差異がある場合でも、元々同一の名称であったと見做し得る場合には、同じ行に収
めた。複合語における差異は下線で示している。
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candraprabhaµ samådhiµ candraprabhaµ samådhiµ 妙月三昧 月光等持

candradhvajaketuµ 
samådhiµ

candradhvajaketuµ 
samådhiµ 月幢相三昧 月幢相等持

sarvadharmamudrågataµ 
samådhiµ

sarvadharmamudrågataµ 
samådhiµ 一切法印三昧

入一切法印等
持

avalokitamudråµ 
samådhiµ

avalokitamudraµ 
samådhiµ 觀印三昧 觀印等持

dharmadhåtuniyataµ 
samådhiµ

dharmadhåtuniyataµ 
samådhiµ 畢法性三昧 法界決定等持

niyatadhvajaketuµ 
samådhiµ

niyatadhvajaketuµ 
samådhiµ 決定幢相等持

畢住相三昧

vajropamaµ samådhiµ vajropamaµ samådhiµ 如金剛三昧 金剛喩等持

sarvadharmapraveßamukhaµ 
samådhiµ

sarvadharmapraveßamukhaµ 
samådhiµ

入一切法門三
昧

入諸法門等持

samådhiråjaµ samådhim* samådhiråjaµ samådhiµ 三昧王三昧 等持王等持

råjamudråµ samådhiµ 王印三昧 王印等持

gaganagañjamudraµ 
samådhiµ 　

valavy∑haµ samådhiµ balavißuddhaµ samådhiµ 淨力三昧 力嚴等持

samudgataµ samådhim* samudgataµ samådhiµ 高出三昧

寶篋等持

sarvadharma-
niruktiniyatapraveßaµ 
samådhiµ

sarvadharma-
niruktiniyatapraveßaµ 
samådhiµ

必入一切辯才
三昧

入一切法言詞
決定等持
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sarvadharmajñånådhivåsana-
praveßaµ samådhim*

入諸法名三昧
(*sarvadharma-

jñånådhivacana-
praveßaµ?) 10

入一切法智安
受等持

sarvadharmajñånamudrå-
praveßaµ samådhiµ

daßadigvyavalokitaµ 
samådim* 觀十方三昧 觀察十方等持

sarvadharmamukhamudråµ 
samådhim*

sarvadharmamudrå-
dhåra∫¥mukhaµ samådhiµ

諸陀羅尼門印
三昧

一切法印陀羅
尼門等持

sarvadharmåsaµpramo[≈]aµ
samådhiµ

sarvadharmåsaµpramo≈aµ 
samådhiµ

一切法不忘三
昧

不忘諸法等持

sarvadharma-
samavasara[∫å](kå)ramudraµ
sa[må]dhiµ

sarvadharma-
samavasara∫åkåramudraµ 
samådhiµ

攝一切法聚印
三昧

一切法等趣行
相印等持

åkåßasthånasthitaµ 
samådhim* åkåßåvasthitaµ samådhiµ 虚空住三昧 住虚空處等持

trima∫∂alaparißuddhaµ 
samådhim*

trima∫∂alaparißuddhiµ 
samådhiµ 三分清淨三昧 三輪清淨等持

acyutåbhijñaµ samådhim* acyutånugåminyabhijñåµ 
samådhiµ 不退神通三昧

隨順不退神通
等持

påtragata(µ) samådhim* påtragataµ samådhiµ 出鉢三昧 器中涌出等持

dhvajågrakey∑raµ 
samådhim*

dhvajågrakey∑raµ 
samådhiµ 幢相三昧 勝定幢相等持

sarvakleßanirdahanaµ 
samådhim*

sarvakleßanirdahanaµ 
samådhiµ 降伏煩惱等持

caturmårabalaniråkara∫aµ 
samådhim*

caturmårabalavikara∫aµ 
samådhiµ 破四魔軍等持

jñånolkåµ samådhim* jñånolkåµ samådhiµ

daßabalabalodgataµ 
samådhim* daßabalodgataµ samådhiµ 成就十力等持

10　入諸法名三昧 (*sarva-dharma-jñånådhivacana-praveßaµ?): XzII: 入一切法増語三摩地 .
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åkåßåsaµgavimuktinir∑pa-
lepaµ samådhim*

åkåßåsaµganiruktinir∑palepaµ 
nåma samådhiµ

SYMBOLS USED IN THE TRANSLITERATION

+ lost ak≈ara

( ) restored ak≈ara

[ ] damaged ak≈ara

〈 〉 omitted ak≈ara 

〈〈 〉〉  interlinear correction 

{ } superfluous ak≈ara or part of it 

{{ }} cancelled by correction mark 

. .  illegible ak≈ara 

.  single element thereof 

///  leaf broken off here 

|  da∫∂a 

||  double da∫∂a 

•  punctuation mark 

:  punctuation mark for visarga 

* viråma 

’  avagraha 

〇  string hole

「」 quotation marks in the Chinese version

・ punctuation mark in the Chinese version, separating items in a list
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(LPG 38r)
11

 Dhr 161a15~b2; Mo 10b22~c2; Kj 229c8~23; Xz(II) 27a12~c13; 

Xz(III) 445c15~446a3; PvsP(K) I 104.28~105.22; PvsP(D) 93.3~94.2; 

AdsP(Tib.U) ka 72a4~b7; AdsP(Tib.S) ka 80a5~81a3; AdsP(Tib.Pk) ni 

48a2~b2; AdsP(Tib.D) ka 54a5~b6; PvsP(Tib.U) ka 97a4~98b7; PvsP(Tib.S) 

ka 107b6~109a2; PvsP(Tib.Pk) 83b6~85a4; PvsP(Tib.D) ka 82a2~83b2

1 (på)s(a)k(o)pås(i)kåß
12

 ca bhagav(an)t(a)m (e)tad avocat(*) .. .. [ma](håpå)-

ramiteyaµ
13

 bhagavan bodhisatvånåµ mahåsatvånåµ udårapåramiteyaµ 

bhagavan bodhisatvånåµ mahåsatvånåµ yad uta

2  prajñåpåramitå  • yåvad  agryapåramiteyaµ  vißi≈†apåramiteyaµ 

varapravarapra∫¥tapåramiteyaµ anuttarapåramiteyaµ nirutta<ra>- 

påramiteyaµ • asamapåra-

3  mi t e y aµ  •  a s ama s amapå r am i t e y aµ  a s a d ˚ ß a p å r am i t e y am 

åkåßapårami t eyaµ  bhagavan  bodh i sa tvånåµ  mahåsa tvånåµ 

svalak≈a∫aßunyatåpåramiteyaµ 

4 bhagavan bodhisatvånåµ mahåsatvånåµ • sarvadharmaßunyatåpåramiteyaµ 

bhagavan bodhisatvånåµ mahåsatvånåµ • svabhåvaßunyatåpåramiteyaµ 

bhagavan bodhisatvånåµ mahå-

5 satvånåµ sarvagu∫aparip∑r∫apå«ra»miteyaµ bhagavan bodhisatvånåµ 

mahåsatvånåµ sarvagu∫asamanvågatapåramiteyaµ bhagavan bodhi-

satvånåµ mahåsatvånåµ yad uta prajñåpå-

6 ramitå • anavamardyapåramiteyaµ bhagavan bodhisatvånåµ mahå-

satvånåµ yad uta prajñåpåramitå • atra hi bhagavan prajñåpåramitåyåµ 

carad[bh]i[r] bodhisatvair mahåsarvair a-

7 samasamaµ dånaµ dattaµ d¥yate dåsyate • tair asamasamå dånapåramitå 

«parip∑<ri>tå» parip∑ryante parip∑ri≈yate • tair asamasama åtmabhåva 

pratilabdha˙ pratilabhyate pratilapsya-

11　ÍsP(Gh) 310.18~313.6; ÍsP(Tib.D) ka 190a1~b7; Xz(I) 50c22~51c18.
12　(på)s(a)k(o)pås(i)kåß: PvsP(K), ÍsP(Gh): påsakopåsikåß.
13　avocat(*) .. .. [ma](håpå)ramiteyaµ: PvsP(K), ÍsP(Gh): avocan :(/) mahåpåramiteyaµ.
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8 te • || te asamasamasya dharmasya låbhino jåtå bhavanti bhavi≈yaµti 

yad utånuttaråyå˙ samyaksaµbodhe˙ || atra bhagavan prajñåpåramitåyåµ 

caradbhir bodhisatvai ma-

9 håsatvair asamasamaµ ß¥laµ rak≈itaµ rak≈yate rak≈isyate • tair 

asamasamå ß¥lapåramitå parip∑ritå parip∑ryate parip∑ri≈yate • || yåvad 

asa«ma»samå k≈åntir bhåvitå

10 bhåvyate bhåvayi≈yate • tair asamasamå k≈åntipåramitå parip∑ritå 

parip∑ryate parip∑rayi≈yate • || tair asamasamaµ v¥ryam årabdhaµ 

årabhyate årapsyate • tair asa-

11 masamå v¥ryapåramitå parip∑ritå parip∑ryate parip∑rayi≈yate • || 

asama<sa>måni dhyånåny utpåditåni utpadyaµte utpå<da>yi≈yatne • || tair 

asamasa-

12 må dhyånapåramitå parip∑ritå parip∑ryate parip∑rayi≈yate • || 

asamasamå prajñå bhåvitå bhåvyate bhåvayi≈yate • || tair asama-

Kj

婆塞・優婆夷、從座起、合掌白佛言「世尊、摩訶波羅蜜、是菩薩摩訶薩般若波羅蜜・

尊波羅蜜・第一波羅蜜・勝波羅蜜・妙波羅蜜・無上波羅蜜・無等波羅蜜・無等

等波羅蜜・如虚空波羅蜜・是菩薩摩訶薩般若波羅蜜。世尊、自相空波羅蜜、是

菩薩摩訶薩般若波羅蜜。世尊、自性空波羅蜜、是菩薩摩訶薩般若波羅蜜・諸法

空波羅蜜・無法有法空波羅蜜・開一切功徳波羅蜜・成就一切功徳波羅蜜・不可

壞波羅蜜、是諸菩薩摩訶薩般若波羅蜜。諸菩薩摩訶薩、行是般若波羅蜜無等等

布施、具足無等等檀那波羅蜜、得無等等身、得無等等法、所謂阿耨多羅三藐三

菩提、尸羅波羅蜜・羼提波羅蜜・毘梨耶波羅蜜・禪那波羅蜜・般若波羅蜜、亦

如是。世尊、本亦復行此般若波羅蜜

(LPG 38v)
14

 Dhr 161b2~21; Mo 10c2~18; Kj 229c23~230a10; Xz(II) 

27c13~28a8; Xz(III) 446a3~25; PvsP(K) I 105.22~106.27; PvsP(D) 94.2~95.5; 

14　ÍsP(Gh) 313.7~316.5; ÍsP(Tib.D) ka 190b7~193b5; Xz(I) 51c18~53a27.
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AdsP(Tib.U) ka 72b7~74a2; AdsP(Tib.S) ka 81a3~82b2; AdsP(Tib.Pk) ni 

48b2~49b1; AdsP(Tib.D) ka 54b6~55b4; PvsP(Tib.U) ka 98b7~100a4; 

PvsP(Tib.S) ka 109a2~111a5; PvsP(Tib.Pk) nyi 85a4~86a5; PvsP(Tib.D) ka 

83b2~84b3

1 samå prajñåpåramitå parip∑ritå parip∑ryate parip∑rayi≈yate • || tair 

asamasama åtmabhåva˙ pratilabdha˙ pratilabhyate prati-

2 lapsyate • || te asamasamasya dharmasya låbhino jåtå bhavanti bhavi≈yanti • 

yad utånuttaråyå˙ samyaksaµbodhe˙ || atraiva ca bhagavan prajñåpå-

3 ramitåyåµ carann asamasamasya r∑pasya låbh¥ jåta˙ asamasamåyå 

vedanåyå asamasamåyå [saµ]jñåyå˙ asamasamånåµ saµskårå∫åµ 

(’)sama{sa}-

4 samasya vijñånasya låbh¥ jåta asama«sa»måµ bodhim abhisaµ-

buddhyåsamasaman dharmacakraµ pravartitavån* at¥tå api buddhå 

bhagavanto (’)någatå api buddhå bhagavanta˙ pra-

5 tyutpannå api buddhå bhagavanto (’)traiva prajñåpåramitåyåµ caranto 

(’)samasamasya r∑pasya låbhino jåtå bhavaµti bhavi≈yaµti • asamasamåyå 

vedanåyå˙ asamasa-

6 måyå saµjñåyå˙ asamasamånåµ saµskårå∫åµ asamasamasya vijñånasya 

låbhino jåtå bhavaµti bhavi≈yaµti cåsamasamåµ bodhim abhisaµ[bu]ddh-

[y]åsamasamaµ dharmacakraµ

7 pravartitavanta˙ pravartayaµti pravartayi≈yaµti • tasmåt tarhi 

bhagavan bodhisatvair mahåsatvai sarvadharmå∫åµ påraµ gantukåmai˙ 

prajñåpåramitåyåµ [yo]ga˙ kara∫¥ya˙ nama-

8 skara∫¥yå bhagavaµs te bodhisatvå mahåsatvå sadevamånu≈åsure∫a 

lokena • ye (’)tra prajñåpåramitåyåµ caranti • evam ukte bhagavåns tån 

saµbahu(lå)n mahåßrå-

9 vakåµs tåµß ca bodhisatvå<n> mahåsatvån etad avocat* evam etat 

kulaputrå evam etat* namaskara∫¥yås te kulaputra bodhisatvå mahåsatvå 
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sadevamånu≈åsure∫a

10 lokena ye ( ’)tra prajñåpåramitåyåµ caranti • || bodhisatvaµ hi 

ßåradvat¥putra mahåsatvam ågamya pa[r]asya lokasya loke prådurbhåvo 

bhavati • [d]evalokasya loke prådu-

11 rbhåvo bhavati • k≈atriyamahåsålakulånåµ bråhma∫amahåsålakulånåµ 

g˚hapatimahåsålakulånåµ [r]åjñåµ cakravartinåµ cåturmahåråjakåyikånåµ 

devånåµ

12 yåvad aghani≈†ånåµ devånåµ loke prådurbhåvo bhavati • srotåpannånåµ 

yåvad arhatåµ loke prådurbhåvo bhavati || pratyekabuddhånåµ bodhi-

satvånåµ tathågatånåm arhatåµ sa-

13 [my]aksaµbuddhånåµ loke prådur[bh]åvo bhavati • bodhisatvaµ hi 

ßåradvat¥putra mahåsatvam ågamya annasya pånasya yånasya vastrå∫åµ ßa-

Kj

具足無等等六波羅蜜、得無等等法、得無等等色、得無等等受・想・行・識、佛

轉無等等法輪、過去佛亦如是。行此般若波羅蜜、具足無等等布施、乃至轉無等

等法輪。未來世佛亦行此般若波羅蜜、當作無等等布施、乃至當轉無等等法輪。

以是故、世尊、菩薩摩訶薩欲度一切彼岸、當習行般若波羅蜜。世尊、是行般若

波羅蜜菩薩摩訶薩、一切世間天、及人・阿修羅應當禮敬、供養」佛告衆弟子及

諸菩薩摩訶薩「如是、如是、諸善男子、是行般若波羅蜜者、一切世間天及人・

阿修羅應當作禮、恭敬、供養。何以故。因菩薩來故。出生人道・天道・刹利大姓・

婆羅門大姓・居士大家・轉輪聖王・四天王天、乃至阿迦尼吒天、出生須陀洹乃

至阿羅漢・辟支佛・諸佛。因菩薩來故、世間便有飮食・衣服・

(LPG 39r)
15

 Dhr 161b21~c16; Mo 10c18~11a3; Kj 230a11~b2; Xz(II) 28a8~b4; 

Xz(III) 446a25~b18; PvsP(K) I 106.27~108.6; PvsP(D) 95.5~96.14; AdsP(Tib.

U) ka 74a2~75a5; AdsP(Tib.S) ka 82b2~84a1; AdsP(Tib.Pk) ni 49b1~50a7; 

AdsP(Tib.D) ka 55b4~56b3; PvsP(Tib.U) ka 100a4~101a7; PvsP(Tib.S) ka 

15　ÍsP(Gh) 316.5~321.7; ÍsP(Tib.D) ka 193b5~197a4; Xz(I) 53a27~c11.
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111a5~112b2; PvsP(Tib.Pk) nyi 86a5~87a4; PvsP(Tib.D) ka 84b3~85b2

1 (y)[y](å)[s](a)n(o)påßrayapråj¥vi[ka]sya
16

 ma[∫imu](ktåßa∆khaßi)[lå]-

pra[våra]rajatajåtar∑pasya
17
 loke prådurbhåvo bhavati yåvanti ßåradvat¥putra 

bodhisatvånåµ mahåsatvånåµ 

2 sarvasukhopadhånåni • divyåni ca månu≈å∫i ca visa(µ)yogasu[kh]aµ
18

 ca 

sarvaµ tac chåradvat¥putra bodhisatvaµ mahåsatvam ågamya : tat kasya 

heto˙ bodhisatvo mahåsatva˙ ßåradva-

3 t¥putra bodhisatvacårikåµ caran ≈a†su påramitåsu caritvå satvån dåne 

niyojayati • dånan dåpayati • ß¥le niyojayati ß¥laµ rak≈ati k≈åntyå niyojayati 

k≈åntiµ

4 bhåvayati • v¥rye niyojayati v¥ryam årabhati • dhyånesu niyojayati 

dhyånåny utpådayati • prajñåµ niyojayati prajñå bhåvayati • || tasmåt tarhi 

ßåradvat¥putra bodhisatvo

5 mahåsatva˙ sarvasatvånåµ hitasukhåya pratipanno bhavati • atha 

bhagavåµs tasyåµ velåyåµ jihvendriyaµ mukhå<n> nir∫amayya
19

 imaµ 

trisåhasramahåsåhasraµ lokadhåtuµ sphara-

6 ti sma • || atha khalu tato jihvendriyåd anekavar∫å nånåvar∫å 

arci≈o  mukhadvårån  ni«ßca»ranti  sma  •  nißcarya  p∑rvasyån  dißi 

gaµgånad¥vålukopamån lokadhåt∑n mahatåvabhåsena spharaµ-

7 ti sma • || evaµ dak≈i∫asyåµ paßcimåyåm uttarasyåm adhaståd upari≈†åd 

yåvat samantåd daßasu dik≈v ekaikasyån dißi gaµgånad¥vålukopamåµ 

lokadhåt∑n avabhåsena spharaµti sma • || atha

8 khalu  p∑rvasyån  dißi  te≈u  gaµgånad¥vålukopame≈u  lokadhåtu≈v 

aprameyåsaµkhyeyå bodhisatvå mahåsatvås taµ prabhåvy∑haµ d˚≈†vå 

16　(y)[y](å)[s](a)n(o)napåßrayapråj¥vi[ka]sya: ÍsP(Gh): yyåsanopåßrayapråj¥vikasya. 
17　ma[∫imu](ktåßa∆khaßi)[lå]pra[våra]rajatajåtar∑pasya: ÍsP(Gh): ma∫imuktåßa∆khaßilåpravålaraj-
atajåtar∑pasya.
18　visa(µ)yogasu[kh]aµ: ÍsP(Gh): visaµyogasukhañ.
19　mukhå<n> nir∫amayya: PvsP(k): jihvendriyaµ nirnåmayitvå, ÍsP(Gh): mukhån nir∫amayya.
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svakasvake≈u buddhak≈etre≈u buddhå bhagava-

9 nta˙ parip˚cchanti sma • kasyåyaµ bhagavann anubhåvo yeneme 

lokadhåtavo (’)vabhåsena sphu†å te buddhå bhagavanto (’)vocan* e≈a 

kulaputrå paßcime digbhåge sahå nåma lokadhåtu ta-

10 tra ßåkyamunir nåma tathågato (’)rhan samyaksaµbuddha˙ teneyaµ 

jihvendriyaµ nir∫amayya gaµgånad¥vålukopamå lokadhåtavo (’)vabhåsena 

sphu†å˙ yad uta bodhisatvånåµ mahåsatvånåµ

11 prajñåpåramitådeßanatåyai evan dak≈i∫as[y]åµ paßcimåyåm uttarasyåm 

adhaståd  upari≈†åd  yåvat  samantåd  daßasu  dik≈v  ekaikasyån  dißi 

gangånad¥vålukopame≈u lokadhå-

12 tu≈u kartavyam* || atha khalu te bodhisatvå mahåsatvås tån buddhån 

bhagavata evam åhu˙ hanta vayaµ bhagavan gami≈yåmas tasya bhagavata˙ 

ßåkyamunes tathåga-

Kj

臥具・房舍・燈燭・摩尼・眞珠・頗梨・琉璃・珊瑚・金銀等諸寶物生。舍利弗、

世間所有樂具、若人中、若天上、若離欲樂、是一切樂具、皆由菩薩有。何以故。

舍利弗、菩薩摩訶薩行菩薩道時、住六波羅蜜自行布施、亦以布施成就衆生、乃

至自行般若波羅蜜、亦以般若波羅蜜成就衆生。舍利弗、是故菩薩摩訶薩爲安樂

一切衆生故、出現於世」

摩訶般若波羅蜜經舌相品第六

爾時、世尊出舌相遍覆三千大千世界、從其舌相出無數無量色光明、普照十方如

恒河沙等諸佛世界。是時、東方如恒河沙等世界中、無量無數諸菩薩見是大光明、

各各白其佛言「世尊、是誰力故、有是大光明普照諸佛世界」諸佛告諸菩薩言「諸

善男子、西方有世界名娑婆、是中有佛名釋迦牟尼、是其舌相出大光明、普照東

方如恒河沙等諸佛世界、南・西・北方・四維・上・下亦復如是。爲諸菩薩摩訶

薩説般若波羅蜜故」是時、諸菩薩各白其佛言「我欲往供養釋迦牟尼佛
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(LPG 39v)
20

 Dhr 161c16~162a19; Mo 11a3~18; Kj 230b2~17; Xz(II) 28b4~c11; 

Xz(III) 446b18~c8; PvsP(K) I 108.6~109.13; PvsP(D) 96.14~98.2; AdsP(Tib.

U) ka 75a5~76a5; AdsP(Tib.S) ka 84a2~85a5; AdsP(Tib.Pk) ni 50a7~51a4; 

AdsP(Tib.D) ka 56b3~57b1; PvsP(Tib.U) ka 101a7~102b3; PvsP(Tib.S) ka 

112b2~114a2; PvsP(Tib.Pk) nyi 87a4~88a3; PvsP(Tib.D) ka 85b2~86b3

1 tasyårhata˙ samyaksaµbuddhasya darßanåya vandanåya • paryupåsanåya • 

te≈åµ ca daßadiksaµnnipatitånaµ bodhisatvånåµ mahåsatvånåµ tasyåß ca 

prajñåpå[ra]mi-

2 tåyå˙ ßråva∫åya te buddhå bhagavanta evam åhu
21

 yasyedån¥µ kulaputrå˙ 

kålaµ manyadhve • || atha te bodhisatvå mahåsatvå anekaprakåråc 

chatradhvajapatåkåpu≈pam[åly]aga-

3 ndhavilepanac∑r∫ac¥varå∫i suvar∫apu≈på∫i r∑pyapu≈på∫i ca g˚h¥två 

mahatyå t[∑]ryatå∂åvacarasaµg¥tyå yena bhagavåµc chåkyamunis tathågato 

(’)rhan samyaksaµbuddhas tenopasaµkrå

4 manti sma • || atha cåturmahåråjakåyikå devaputrås tråyastriµßå 

yåmås tu≈itå nirmå∫arataya˙ parinirmitavaßavartino brahmapurohitå 

brahmakåyikå brahmapår≈adyå˙ par¥-

5  ttåbhå åbhåsvarå˙ par¥ttaßubhå˙ apramå∫aßubhå˙ ßubhak˚tsnå 

v˚hatphalå˙ ßuddhåvåså
22

 sud˚ßå˙ sudarßanå susp˚hå atapå aghani≈†hå devå 

divyåni pu≈pamålyaga-

6 ndhavilepanac∑r∫åni divyåny utpalapadmakumudapu∫∂ar¥kåni divyåni 

måndåravamahåmåndåravakesaratamålapatrå∫i g˚h¥två yena bhagavåµc 

chåkyamunis tathå-

7 gato (’)rhan samyaksaµbuddhas tenopasaµkråmanti sma • || atha te 

bodhisatvå mahåsatvås tena devås tai˙ pu≈pagandhamålyavilepanac∑r∫ac¥va-

racchatradhvajapatå<kå>bhir bhagavantaµ ßåkyamu-

20　ÍsP(Gh) 321.8~322.19; ÍsP(Tib.D) ka 197a4~198a5; Xz(I) 53c12~56a16.
21　åhu: PvsP(K): åhu˙, ÍsP(Gh): åhu˙.
22　ßuddhåvåså: PvsP(K): ßuddhåbhåså, ÍsP(Gh): ßuddhåvåså.
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8  niµ  ta thågatam  arhantaµ  samyaksaµbuddham  avak i raµt i 

småbhiprakiraµti  sma  •  atha  tåni  pu≈påd¥ny  uparivaihåyasam 

abhyudgamyåsmiµ trisåhasramahåsåhasre lokadhåtau (’)nmahåt
23

  pu-

9  ≈pak∑†ågåra˙  saµsthito ( ’ )bh∑t* caturaßra  catusth∑∫a˙  samo 

bhågaßa˙  suvibhakto  rama∫¥yo  manorama˙  atha  tata˙  par≈ada˙ 

prå∫ako†¥niyutaßatasahasrå-

10  ∫y  utthåyåsanebhyo  yena  bhagavåµ  tenåµja[l]iµ  pra∫amayya 

bhagavantam  etad  avocat*  vayaµ  bhagavann  anågate ( ’)dhvany 

evaµr∑på∫åµ dharmå∫åµ låbhino bhavena
24

 yathå tathågato (’)rha-

11 n samyaksaµbuddha˙ evam eva ßråvakasaµgha˙ pariharema˙ evaµ ca 

par≈adi dharmaµ deßayema˙ yathå tathågata etarhi dharman deßayati • || 

atha bhagavå(µ)s te≈åµ kulaputrå∫å[µ]

12 (å)ßayaµ viditvå sarvadharmå(∫åñ cånutpådå)yå + + .. .. [y]. sarva-

dharma[prå]durbhåvåya
25

 k≈åntiµ  viditvå  smitaµ  prådurakåri≈¥t* 

athåyu≈mån ånando yåvad bhagavantam etad avocat* ko

Kj

及諸菩薩摩訶薩、并欲聽般若波羅蜜」諸佛告諸菩薩「善男子、汝自知時」是時、

諸菩薩摩訶薩持諸供養具・無量花蓋・幢幡・瓔珞・衆香・金銀・寶花、向娑婆世界、

詣釋迦牟尼佛所。爾時、四天王諸天乃至阿迦尼吒諸天、各持天上天香・末香・澤香・

天樹・香葉香・天種種蓮花青・赤・紅・白、向釋迦牟尼佛所、是諸菩薩摩訶薩

及諸天、所散諸花、於三千大千世界虚空中、化成四柱大寶臺、種種異色莊嚴分

明。是時、釋迦牟尼佛衆中有十萬億人、皆從座起、合掌白佛言「世尊、我等於

未來世中亦當得如是法、如今釋迦牟尼佛・弟子・侍從・大衆、説法亦爾」是時、

佛知善男子至心於一切諸法不生・不滅・不出・不作、得是法忍。佛便微笑、種

23　(’)nmahåt: PvsP(K): upari≈†åt.
24　bhavena: S.e. for bhavema? PvsP(K): bhavema, ÍsP(Gh): bhavema˙.
25　(å)ßayaµ viditvå sarvadharmå(≈åñ cånutpådå)yå + + .. .. [y]. sarvadharma[prå]durbhåvåya: 
PvsP(K): åsayaµ viditvå sarvadharmå≈åµ cånutpådåyånirodhåyånabhisaµskåråyåprådurbhåvå-
ya, ÍsP(Gh): adhyåßayaµ viditvå sarvvadharmmå≈åñ cånutpådåyånirodhåyånabhisaµskåråyåprå-
durbhåvåya.
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種色光從口中。阿難白佛言

(LPG 40r)
26

 Dhr 162a19~b20; Mo 11a18~b12; Kj 230b17~c12; Xz(II) 

28c11~29a29; Xz(III) 446c8~447a23; PvsP(K) I 109.13~110.24; PvsP(D) 

98.2~99.17; AdsP(Tib.U) ka 76a5~77b1; AdsP(Tib.S) ka 85a5~86b6; AdsP(Tib.

Pk) ni 51a4~52a4; AdsP(Tib.D) ka 57b1~58b1; PvsP(Tib.U) ka 102b3~104a2; 

PvsP(Tib.S) ka 114a2~115b3; PvsP(Tib.Pk) nyi 88a3~89a6; PvsP(Tib.D) ka 

86b3~87b5; IOL San 1492/04 r1~v3

1 (bha)gavaµ hetu k(a)˙ [p]r(a)ty(a˙) [sm](i) .. + + + + + + + + [h](a) • 

itånanda
27

  pari≈ada˙ prå∫ako†¥niyutaßatasahasrai˙ k≈åntii˙ pratilabdhå ete 

(’)någate (’)dhvany a≈†åbhi˙ kalpako†¥bhir bodhyaµ-

2 gapu≈padåmånas tathågatå a(rhanta˙ samyaksaµbu)ddh(å)˙ loke 

bhavi≈yaµti pu≈påkare kalpe • || prajñåpåramitåyå˙ prathama˙ parivarta˙ ||
28
  

atha bhagavån åyu≈mantaµ subh∑tim åmantra-

3  yata  :  pratibhåti  te  subh∑te  bodhisattvånåµ  ma(håsa)tvånåµ 

prajñåpåramitåm årabhya˙ dhårmik¥µ kathåµ kartum* kathaµ bodhisatvå 

mahåsatvå˙ prajñåpåramitå niryåyu˙ atha te≈åµ bo<dhi>satvånåµ ma-

4 håsatvånåµ te≈åµ ca mahåßråvakå∫åµ te≈åµ ca d(e)vaputrå∫å{µ}m etad 

abh∑t* kiµ punar åyu≈mån subh∑tis tånava kena svakena
29

 prajñåpratibhåna-

valådhånasatvåhena
30

 bodhisattvånåµ mahåsattvånåµ

5 prajñåpåramitåm upadek≈yaty atha buddhånubhåvena • || athåyu≈mån 

subh∑tir buddhånubhåvena te≈åµ bodhisatvånåµ mahåsattvånåµ te≈åµ ca 

mahåßråvakå∫åµ te≈åµ ca devaputrå∫åµ cetasaiva ceta˙

26　ÍsP(Gh) 322.19~326.6; ÍsP(Tib.D) ka 198a5~200a2; Xz(I) 56a16~c8.
27　[p]r(a)ty(a˙) [sm](i) .. + + + + + + + + [h](a) • itånanda: ÍsP(Gh): pratyaya˙ 
smitasyåvi≈kara∫e nåhetukaµ nåpratyayaµ buddhå bhagavanta˙ smitam åvi≈kurvvanti / 
bhagavån åha / ita ånanda.
28　prajñåpåramitåyå˙ prathama˙ parivarta˙ ||: ÍsP(Gh): iti ßatasåhasrikå˙ prajñåpåramitåyå˙ 
prathama˙ parivartta˙ //
29　tånava kena svakena: S.e. for tåvat kena? ÍsP(Gh): tåvat kena.
30　prajñåpratibhånavalådhånasatvåhena: Read prajñåpratibhånabalådhånasatvåhena.
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6 parivitarkam åjñåyåyu≈mantaµ ßåradvat¥putram åmaµtrayata yat kiµcid 

åyu≈maµ cchåradvat¥putra bhagavata˙ ßråvakå bhå≈ante (’)bhilapaµty 

ud¥rayaµti sarva˙ sa tathågatasya puru≈a-

7 kåra˙ yaß ca tathågatena dharmo deßita˙ sarva˙ saddharmatayå aniruddha 

tat te{na}
31

 kulaputrås tatra dharmadeßanåyåµ ßik≈amå∫ås tån dharmatåµ 

såk≈åtkurvanti • tathågata evai≈a ßå-

8  radvat¥putropåyayogena bodhisatvånåµ  mahåsatvånåµ  prajñå-

påramitåm  upadek≈yaty  avi≈ayo ( ’)tråyu≈maµ  cchåradvat¥putra 

sarvaßråvakapratyekabuddhånåµ bodhisatvånåµ mahåsatvånåµ

9 prajñåpåramitåm upade≈†u[m]* athåyu≈måµ subh∑tir bhagavantam 

etad avocat* bodhisatvo bodhisatva iti bhagavann ucyate katamasyaitad 

dharmasyådhivacanaµ yad uta bo-

10 dhisattva iti • || na vayaµ bhagavaµs taddharmaµ samanupaßyåmo yad 

uta bodhisatva iti nåma • te vayaµ bhagavan bodhisatvaµ mahåsatvaµ tåµ 

ca prajñåpåramitåµ tac ca bodhisatvanåma asama-

11 nupaßyanta˙
32

 katamaµ bodhisatvaµ mahåsatvaµ katamasyåµ 

prajñåpåramitåm upadek≈yåmo (’)nußåsi≈yåma˙ evam ukte bhagavån 

åyu≈mantaµ subh∑tim etad avocat* nåmamåtram idaµ

12 subh∑te yad uta prajñåpåramitå bodhisatvaß ca bodhisatvanåmå ca • tac ca 

nåma nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam antare∫opalabhyate • tadyathåpi 

nåma subh∑te satva˙ satva iti nå-

13 ma˙ tac ca nåma prajñaptimåtraµ yac ca prajñaptidharma tasya notpådo 

na nirodho (’)nyatra saµjñåsaµketena vyavahriyate • evam åtmå j¥vo jantu 

po≈a puru≈a˙ pudgalo

Kj

31　aniruddha tat te{na}: S. e. for aviruddha tat te? PvsP(K): na virudhyate, ÍsP(Gh): aviruddha˙/ 
tat te.
32　bodhisatvanåma asamanupaßyanta˙: PvsP(K): bodhisattvam asamanupaßyan, ÍsP(Gh): 
bodhisattvanåmåsamanupaßyan.
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「世尊、何因縁故微笑」佛告阿難「是衆中十萬億人於諸法中得無生忍、是諸人

於未來世過六十八億劫當作佛、劫名花積、佛皆號覺花」

摩訶般若波羅蜜經　三假品第七

爾時佛告慧命須菩提「汝當教諸菩薩摩訶薩般若波羅蜜、如諸菩薩摩訶薩所應成

就般若波羅蜜」即時諸菩薩摩訶薩及聲聞・大弟子・諸天、等作是念「慧命須菩提、

自以智慧力、當爲諸菩薩摩訶薩説般若波羅蜜耶、爲是佛力」慧命須菩提知諸菩

薩摩訶薩・大弟子・諸天心所念、語慧命舍利弗「諸佛弟子所説法、所教授、皆

是佛力。佛所説法、法相不相違背。是善男子學是法得證此法。佛説如燈。舍利

弗、一切聲聞・辟支佛、實無是力、能爲菩薩摩訶薩説般若波羅蜜」爾時慧命須

菩提白佛言「世尊、所説菩薩菩薩字、何等法名菩薩。世尊、我等不見是法名菩薩、

云何教菩薩般若波羅蜜」佛告須菩提「般若波羅蜜亦但有名字、名爲般若波羅蜜。

菩薩菩薩字亦但有名字、是名字不在内、不在外、不在中間。須菩提、譬如説我名、

和合故有、是我名不生・不滅、但以世間名字故説。如衆生・壽者・命者・生者・

養育者・

(LPG 40v)
33

 Dhr 162b20~c12; Mo 11b12~21; Kj 230c12~27; Xz(II) 29a29~c4; 

Xz(III) 447a23~b25; PvsP(K) I 110.24~112.26; PvsP(D) 99.17~100.15; 

AdsP(Tib.U) ka 77b1~78b5; AdsP(Tib.S) ka 86b6~88a6; AdsP(Tib.Pk) ni 

52a4~53a3; AdsP(Tib.D) ka 58b1~59a7; PvsP(Tib.U) ka 104a2~105a7; 

PvsP(Tib.S) ka 115b3~117a2; PvsP(Tib.Pk) nyi 89a6~90a6; PvsP(Tib.D) ka 

87b5~88b5; IOL San 1492/04 v3~5

1 manujo månava kåraka˙ kårayitå utthåpaka˙ samutthåpako vedak[o] 

vedayitå jånaka˙ paßyaka˙ sarvam etat prajñaptidharma˙ yaß ca prajñapti-

2 dharma˙ tasya notpådo na nirodha˙ yåvad eva nåmasaµketamåtre∫a 

vyavahr[i]yate • tac ca nåma nådhyåtmaµ na <ba>hirdhå nobhayam 

antare∫opalabhyate • || evam eva subh∑te yå ca prajñåpårami-

3 tå yac ca bodhisatvanåma sarvam etat prajñaptidharma tasya notpådo na 

33　 ÍsP(Gh) 326.6~330.20; ÍsP(Tib.D) ka 200a2~202b5; Xz(I) 56c8~57b5.
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nirodha˙ yåvad eva nåmasaµketamåtre∫a vyavahriyate • || tadyathåpi nåma 

subh∑te yo (’)yam ådhyåtmika åtmabhåvo r∑-

4 pam iti • dharmaprajñaptimåtram etat tasyåß ca dharmaprajñapte<r> 

notpådo na nirodho (’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a vyavah˚yate • tac ca 

nåma nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhaya-

5 m antare∫opalabhyate || evaµ vedanå saµjñå saµskårå vijñånam iti 

dharma prajñaptimåtram etat tasyåß ca dharmaprajñapter notpado na 

nirodho (’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a vyavahriyate • tac ca nå-

6 ma nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam antare∫opalabhyate • evam eva 

subh∑te prajñåpåramitå [ca] bodhisatvaß ca bodhisatvanåma ca • sarvam etat 

prajñaptidharma yac ca prajñaptidharma tasya no-

7 tpådo na nirodho (’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a vyavahriyate • || tac ca 

nåmaµ nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam antare∫opalabhyate • || cak≈ur 

iti subh∑te dharmaprajñaptimåtram etat tasyåß ca dharmapra-

8 jñapter notpådo na nirodho (’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a vyavahriyate|| 

yad uta cak[≈u]r iti tac ca nåmaµ nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam 

antare∫opalabhyate • || evaµ ßrotraµ ghrå∫aµ jihvå kåyo

9 mana iti subh∑te dharmaprajñaptimåtram etat tasyåß ca dharmaprajñapter 

notpådo na nirodho (’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a vyavahriyate • yad uta 

mana iti • tac ca nåma nådhyåtmaµ na bahi-

10 rdhå nobhayam antare∫opalabhyate • || evaµ ßabda gandha rasa sparßa 

dharmå iti subh∑te dharmaprajñaptimåtram etat tasyåß ca dharmaprajñapter 

notpådo na nirodho (’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a vya-

11 vah˚yante • dharmå iti • ta[c ca] (n)[åma] (n)å(dhyåtma)µ (na ba)-

hirdhå nobhayam antare∫opalabhyate • || cak≈urdhåtur iti subh∑te 

dharmaprajñaptimåtram etat tasyåß ca dharmaprajñapter notpådo na nirodho 

(’)nyatra

12 <nåma>(saµ)ketamåtre∫a v(ya)va[h](r)i(yate • yad uta cak≈urdhåtur iti 
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ta)c ca
34

  nåma nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam antare∫opalabhyate • || 

r∑padhåtur iti subh∑te dharmaprajñaptimåtram e-

Kj

衆數人・作者・使作者・起者・使起者・受者・使受者・知者・見者等、和合法故有、

是諸名不生・不滅、但以世間名字故説。般若波羅蜜、菩薩菩薩字亦如是、皆和

合故有、是亦不生・不滅、但以世間名字故説。須菩提、譬如身和合故有、是亦

不生・不滅、但以世間名字故説。須菩提、譬如色・受・想・行・識、亦和合故有、

是亦不生・不滅、但以世間名字故説。須菩提、般若波羅蜜、菩薩菩薩字亦如是、

皆是和合故有、是亦不生・不滅、但以世間名字故説。須菩提、譬如眼和合故有、

是亦不生・不滅、但以世間名字故説。是眼不在内・不在外・不在中間、耳・鼻・舌・

身・意和合故有、是亦不生・不滅、但以世間名字故説。色乃至法亦如是、眼界

和合故有、是亦不生・不滅、但以世間名字故説。

(LPG 41r)
35

 Dhr 162c12~27; Mo 11b21~29; Kj 230c27~231a8; Xz(II) 29c4~23; 

Xz(III) 447b25~c14; PvsP(K) I 112.26~114.1; PvsP(D) 100.15~101.12; 

AdsP(Tib.U) ka 78b5~79b4; AdsP(Tib.S) ka 88a6~89a7; AdsP(Tib.Pk) ni 

53a3~b6; AdsP(Tib.D) ka 59a7~60a4; PvsP(Tib.U) ka 105a7~106b1; PvsP(Tib.

S) ka 117a2~118a5; PvsP(Tib.Pk) nyi 90a6~91a4; PvsP(Tib.D) ka 88b5~89b4

1 tat tasyåß ca [dharmaprajñapte](r) [n](otpådo na nirodho ’)ny(a)tr(a 

nåmasaµketamå)tre∫a
36

 vyavah˚yate r∑padhåtur iti • || tac ca nåma 

nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam antare∫opala-

2 bhyate • || cak≈urvijñånadhåtur iti subh∑te dharmaprajñaptimåtram 

etat  tasyåß  ca  dharmaprajñapter  notpådo  na  nirodho ( ’ )nyatra 

34　v(ya)va(hr)i(yate • yad uta cak≈urdhåtur iti ta)c ca: ÍsP(Gh): vyavahriyate / yad uta 
cak≈urdhåtur iti / tac ca.
35　ÍsP(Gh) 330.20~334.8; ÍsP(Tib.D) ka 202b5~205a2; Xz(I) 57b5~58a6.
36　[dharmaprajñapte](r) [n](o)[tp](ådo na nirodho ’)[ny](a)tr(a nåmasaµketa)[må]tre∫a: PvsP(K): 
dharmaprajñapter notpådo nirodho ’nyatra  nåmasaµketamåtre∫a, ÍsP(Gh): dharmmaprajñapter 
notpådo na nirodho ’nyatra saµjñåsa∆ketamåtre∫a.
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nåmasaµketamåtre∫a vyavah˚yate cak≈urvijñåna[dh]åtur i-

3 ti • || tac ca nåma nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam antare∫opalabhyate • || 

evaµ ßrotradhåtu ßabdadhåtu˙ ßrotravijñånadhåtu˙ ghrå∫adhåtur gandhadhåtur 

ghrå∫avijñanadhåtu˙ jihvådhåt∑ rasadhåtu ji-

4 hvåvijñånadhåtu˙ kåyadhåtu spra≈†avyadhåtu˙ kåyavijñånadh(åtu) 

manodhåtur  it i  subh∑te  dharmaprajñaptimåtram  etat  tasyåß  ca 

dharmaprajñapte<r> notpådo na nirodho (’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a 

vyavah˚yate • || 

5 manodhåtur iti tac ca nåma nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam 

antare∫opalabhyate • || dharmadhåtur iti subh∑te dharmaprajñaptimåtram 

etat  tasyåß  ca  dharmaprajñapter  notpådo  na  nirodho ( ’ )nyatra 

nåmasaµketamåtre∫a

6 vyavahriyate • dharmadhåtur iti • tac ca nåma nådhyåtmaµ na bahirdhå 

nobhayam antare∫opala[bhy]ate • || manovijñånadhåtur iti subh∑te 

dharmaprajñaptimåtram etat tasyåß ca dharmaprajñapter notpådo na nirodho 

(’)nyatra

7 nåmasaµketamåtre∫a vyavah˚yate • manovijñånadhåtur iti • tac ca nåmaµ 

nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam antare∫opalabhyate • || evam eva 

subh∑te yad idam ucyate prajñåpåramiteti • bodhisatva

8 iti • bodhisatvanåmeti • yåvad eva dharmaprajñaptimåtram etat tasyåß 

ca dharmaprajñapte<r> notpådo na nirodho (’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a 

vyavah˚yate • prajñåpåramiteti bodhisatva iti • bodhisa- 

9  tvanåmeti  • tac  ca  nåmaµ  nådhyåtmaµ  na  bahirdhå  nobhayam 

antare∫opalabhyate • || tadyathåpi nåma subh∑te yo (’)yam ådhyåtmika 

åtmabhåva iti nåmamåtre∫a vyavah˚yate • ß¥r≈åsth¥n¥ti nåma vya-

10 vahriyate • gr¥våst¥n¥ti
37

 nåma vyavah˚yate • skandhåsth¥n¥ti • 

båhvåsth¥n¥ti • p˚≈†åsth¥n¥ti • parßukåsth¥n¥ti • ka†yasth¥n¥ty ∑rvasth¥n¥ti • 

jaµghåsth¥n¥ti • pådåsth¥n¥ti nåma

37　gr¥våst¥n¥ti: S. e. for gr¥våsth¥n¥ti.
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11 vyavahriyate • || dharmaprajñamåtram etat tasyåß ca dharmaprajñapter 

notpådo na nirodho ( ’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a vyavahriyate • 

ß¥r≈åsth¥n¥ti nåma yåva {:} pådåsth¥n¥ti nåma • tac ca nåmaµ nå-

12 dhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam antare∫opalabhyate • || evam eva 

subh∑te yad idam ucyate prajñåpåramiteti bodhisatva iti bodhisatvanåmeti 

yåvad eva dharmaprajñaptimåtram etat tasyåß ca dharma-

13 prajñapter  notpådo  na nirodho ( ’)nyatra  nåmasaµketamåtre∫a 

vyavah˚yate  •  tac  ca  nåma  nådhyåtmaµ  na  bahirdhå  nobhayam 

antare∫opalabhyante • || tadyathåpi nåma subh∑te yån¥måni våhyåni
38

 t˚∫a-

Kj

乃至意識界亦如是。須菩提、般若波羅蜜、菩薩菩薩字亦如是。皆和合故有、是

亦不生・不滅、但以世間名字故説。是名字不在内、不在外、不在中間。須菩提、

譬如内身名爲頭、但有名字。項・肩・臂・脊・脇・髀・膊・脚・皆和合故有。

是法及名字亦不生・不滅、但以名字故説。是名字亦不在内、亦不在外、不在中間。

須菩提、般若波羅蜜菩薩菩薩字亦如是、皆和合故有、但以名字故説。是亦不生・

不滅、不在内、不在外、不在中間。須菩提、譬如外物・草

(LPG 41v)
39

 Dhr 162c27~163a16; Mo 11b29~c11; Kj 231a8~26; Xz(II) 

29c23~30a24; Xz(III) 447c14~448a8, 448a22~24(!); PvsP(K) I 114.1~29, 

115.13~15, 115.22~24, 116.1~3, 116.10~12; PvsP(D) 101.12~102.9, 102.20~103.2; 

AdsP(Tib.U) ka 79b4~80b2; AdsP(Tib.S) ka 89a7~90b1, 90b5~7; AdsP(Tib.

Pk) ni 53b6~54b1, 54b4~6; AdsP(Tib.D) ka 60a4~b6, 61a2~3; PvsP(Tib.U) ka 

106b1~107b1, 108a3~7; PvsP(Tib.S) ka 118a5~119a6, 120a2~6; PvsP(Tib.Pk) 

nyi 91a4~b8; PvsP(Tib.D) ka 89b4~90b2, 91a2~5

38　våhyåni: Read båhyåni. PvsP(K): båhyaµ, ÍsP(Gh): båhyåni.
39　ÍsP(Gh) 334.8~339.20; ÍsP(Tib.D) ka 205a2~b5, 206a6~208b2; Xz(I) 58a6~b17.
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1 kå≈ußåkhåpatrapalåßåni
40

  tåni sa(r)vå∫i nånånåmadheyair vyavah˚yante 

te≈åµ ca nåmnå notpådo na nirodho (’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a 

vyavah˚yante • tåni ca nåmåni nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhaya-

2 m antare∫opalabhyante  • || evam  eva  subh∑te  yad  idam  ucyate 

prajñåpåramiteti • bodhisatva iti bodhisa<tva>nåmeti • yåvad eva 

dharmaprajñaptimåtram etat tasyåß ca dharmaprajñapter notpådo na niro-

3 dho (’)nyatra nåmasaµketamåtre∫a vyavah˚yate • || tac ca nåma 

nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam antare∫opalabhyate • || tadyathåpi 

nåma subh∑te at¥tånåµ buddhånåµ bhagavatåµ yåvad eva nåmamåtraµ 

ti≈†ha-

4 ti • tac ca nåma nådhyåtmaµ na bahirdhå nobhayam antare∫opalabhyate • || 

tadyathåpi nåma subh∑te svapna˙ pratißrutkåpratibhåso måyåmar¥cir (')da[g]a- 

candras
41
 tathågatanirmitaµ sarva ete dharmå pra-

5 jñaptimåtraµ tasyåß ca dharmaprajñapter notpådo na nirodha˙ yåvad eva 

nåmasaµketamåtre∫a vyavah˚yate • || tac ca nåma nådhyåtmaµ na bahirdhå 

nobhayam antare∫opalabhyate • || evam eva subh∑te prajñå-

6 påramiteti bodhisatva iti • bodhisatvanåmeti • sarva ete dharmå˙ 

prajñaptimåtraµ tasyåß ca dharmaprajñapter notpådo na nirodho (’)nyatra 

nåmasaµketamåtre<∫a> vyavah˚yate • tac ca nåma nådhyåtmaµ na ba-

7 hirdhå nobhayam antare∫opalabhyante evaµ khalu subh∑te bodhisatvena 

mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ caratå nåmasaµketaprajñaptyåµ 

avavådaprajñaptyåµ dharmaprajñaptyåµ ca ßik≈itavyam* || evaµ khalu

8 subh∑te bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ cara<n na>
42
 r∑pan nåma 

nityam iti samanupaßyati • nå r∑pan
43
 nåmånityam iti samanupaßyati • || na 

vedanåµ na saµjñåµ{n} na saµskårån na vijñå(na)µ (n)åma
44
  

40　kå≈u: S.e. for kå≈†haßåkhåpatrapalåßåni. PvsP(K): kå≈†haµ ßåkhåpar≈apalåßaµ, ÍsP(Gh): 
kå≈†haßåkhåpattrapalåßåni.
41　(’)da[g]acandras: S.e. for (’)dakacandras? ÍsP(Gh): udakacandras.
42　cara<n na>: PvsP(K): caran bodhisattvo mahåsattvo na, ÍsP(Gh): caran na.
43　nå r∑pan: S. e. for na r∑pan. PvsP(K): na r∑pam, ÍsP(Gh): na r∑paµ.
44　vijñå(na)µ (n)åma: ÍsP(Gh): vijñånaµ nåma.
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9 nityam iti samanupaßyati • na vijñånaµ nåmånityam iti samanupaßyati • || na 

r∑pan nåma sukham iti samanupaßyati • na r∑pan nåma du˙kham iti samanupaßyati • 

na vedanån na saµjñån na saµskå-

10 rån na vijñånaµ nåma sukham iti samanupaßyati • na vijñånaµ nåma 

du˙kham iti samanupaßyati • na r∑pa nåmåtmeti samanupaßyati • na r∑pan 

nåmåtmeti samanupaßyati • na vedanåµ ca saµjñå-

11 n na saµskårån na vijñånaµ nåmåtmeti samanupaßyati • na vijñånaµ 

nåmåtmeti samanupaßyati • || na r∑paµ nåma ßåntam iti samanupaßyati na 

r∑paµ nåmåßåntam iti samanupaßyati • ||

12 na vedanåµ na saµjñån na saµskårån na vijñånaµ nåma ßåntam iti 

samanupaßyati • na vijñånaµ nåmåßåntam iti samanupaßyati • || na r∑paµ 

nåma ßunyam iti samanupaßyati • na r∑paµ nåmå-

13 [ß]unyam iti samanupaß[yat]i na vedanå na saµjñån na saµskårån na 

vijñånaµ nåma ßunyam iti samanupaßyati • na vijñånaµ nåmåßunyam iti 

samanupaßyati • ||

Kj

木・枝葉・莖節、如是一切、但以名字故説。是法及名字、亦不生不滅、非内・非外・

非中間住。須菩提、般若波羅蜜菩薩菩薩字亦如是、皆和合故有、是法及名字、

亦不生・不滅、非内、非外、非中間住。須菩提、譬如過去諸佛名和合故有、是

亦不生・不滅、但以名字故説。是亦非内、非外、非中間住、般若波羅蜜、菩薩

菩薩字亦如是。須菩提、譬如夢・響・影・幻・焔、佛所化皆是和合故有。但以

名字説、是法及名字不生・不滅、非内、非外、非中間住、般若波羅蜜、菩薩菩

薩字亦如是。如是須菩提、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、名假施設、受假施設、法

假施設、如是應當學。復次、須菩提、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、不見色名字、

是常不見受・想・行・識名字。是常不見色名字無常、不見受・想・行・識名字

無常。不見色名字樂、不見色名字苦、不見色名字我、不見色名字無我、不見色

名字空、
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(LPG 42r)
45

 Dhr 163a16~20; Mo 11c12~13; Kj 231a26~b1; Xz(II) 30a24~b2; 

Xz(III) 448a8~12, 448a25~29(!); PvsP(K) I 114.30~115.11, 115.15~19, 

115.24~28, 116.3~8, 116.12~18; PvsP(D) 102.9~20, 103.1; AdsP(Tib.U) ka 

80b2~5, 80b8~81a2; AdsP(Tib.S) ka 90b1~4, 90b7~91a3; AdsP(Tib.Pk) 

ni 54b1~3,  54b6~8; AdsP(Tib.D) ka 60b6~61a1, 61a3~5; PvsP(Tib.U) ka 

107b1~108a2, 108a8~109a1; PvsP(Tib.S) ka 119a6~120a1, 120a6~121a1; 

PvsP(Tib.Pk) nyi 91b8~92a8, 92b4~93a4; PvsP(Tib.D) ka 90b2~91a1, 

91a5~91b5

1 (na) r∑pa[µ]
46

  nåma n(i)m(i)ttam [i](ti sa)[m](a)nupaßyati • na [r]∑[p](a) .. + 

+ [m](i)ttam
47

 iti samanupaßyati • || na vedanå na saµjñån na saµskårån na 

vijñånaµ nåma nimittam iti samanupaßyati • na vijñånaµ

2 nåmånimittam iti samanupaßyati • || na r∑pan nåma pra∫ihitam iti 

samanupaßyati • na r∑pan nåmåpra∫ihitam iti samanupaßyati || evan na 

vedanån na saµjñån na saµskårån na vijñånaµ

3 nåma pra∫ihitam iti samanupaßyati • na vijñånaµ nåmåpra∫ihitam iti 

samanupaßyati || na r∑pa nåma saµsk˚tam iti samanupaßyati • na r∑paµ 

nåmåsaµsk˚tam iti samanupaßyati • ||

4 evan na vedanån na saµjñån na saµskårån na vijñånaµ nåma saµsk˚tam 

iti samanupaßyati • na vijñånaµ nåmåsaµsk˚tam iti samanupaßyati • || na 

r∑pa nåmotpåda iti samanupaßyati • ||

5 na r∑pan nåma nirodha iti samanupaßyati • || evaµ{n} na vedanån na 

saµjñån na saµskårån na vijñånaµ nåmotpåda iti samanupaßyati • na 

vijñånaµ nåma nirodha iti samanupaßyati • ||

6 na r∑paµ nåma viviktam iti samanupaßyati • na r∑paµ nåmåviviktam iti 

samanupaßyati • || evan na vedanån na saµjñån na saµskårån na vijñånaµ 

nåma viviktam iti samanupaßyati • na

45　ÍsP(Gh) 335.13~340.14; ÍsP(Tib.D) ka 205b6~206a5, 208b2~209a2; Xz(I) 58b17~c3.
46　(na) r∑pa[µ]  : PvsP(K), ÍsP(Gh) : na r∑paµ.
47　[r]∑[p](a) .. + + [m](i)ttam: ÍsP(Gh): na r∑paµ nåmånimittam, PvsP(K) : r∑pam animittam. 
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7 vijñånaµ nåmåviviktam iti samanupaßyati • || na r∑paµ nåma kußalam 

iti samanupaßyati • na r∑paµ nåmåkußalam iti samanupaßyati • || evan na 

vedanån na saµjñån na saµskårån na vi-

8 jñånaµ nåma kußalam iti samanupaßyati • na vijñånaµ nåmåkußalam iti 

samanupaßyati || na r∑pan nåma såvadyam iti samanupaßyati • na r∑pan 

nåmånavadyam iti samanupa-

9 ßya[ti] • (||) evaµ na vedanån na saµjñån na saµskårån na vijñånaµ nåma 

såvadyam iti samanupaßyati • na vijñånaµ nåmånavadyam iti samanupaßyati || 

na r∑pan nåma såsravam iti samanupaßya-

10 ti • na r∑pan nåmånåsravam iti samanupaßyati • || evan na vedanån na 

saµjñå na saµskårån na vijñånaµ nåma såsravam iti samanupaßyati • na 

vijñånaµ nåmånåsravam iti sama-

11 nupaßyati || na r∑pan nåma saµkleßam iti samanupaßyati • na r∑pan nåma 

ni≈kleßam iti samanupaßyati • || evaµ na vedanån na saµjñån na saµskårån 

na vijñånaµ nåma saµkleßam iti samanu-

12 paßyati • na vijñånaµ nåma ni≈kleßam iti samanupaßyati || na r∑pan nåma 

laukikam iti samanupaßyati • na r∑pan nåma lokottaram iti samanupaßyati • || 

evaµ na vedanån na saµjñå-

13 n na saµskårån na vijñånaµ nåma laukikam iti samanupaßyati • na 

vijñånaµ nåma lokottaram iti samanupaßyati || na r∑pan nåma saµkleßam 

iti samanupaßyati • na r∑pan nåma

Kj

不見色名字無相、不見色名字無作、不見色名字寂滅、不見色名字垢、不見色名

字淨、不見色名字生、不見色名字滅、不見色名字内、不見色名字外、不見色名

字中間住、

(LPG 42v)
48

 Dhr 163a20~21; Mo 11c13, 14; Kj 231b1~3; Xz(II) 30b2~31a8(!); 

48　ÍsP(Gh) 335.18~349.2; ÍsP(Tib.D) ka 206a5~6, 209a2~215b1; Xz(I) 58c3~61c3; 58c11~60c5.



（104）

Xz(III) 448a13~21, 448a29~c5, 448c5~14; PvsP(K) I 115.11~12, 115.19~21, 

115.28~29, 116.8~9, 116.18~118.10, 124.9~30, 118.11~12; PvsP(D) 103.2~8, 

104.3~6, 103.8~9; AdsP(Tib.U) ka 80b5~8, 81a2~5; AdsP(Tib.S) ka 90b4~5, 

91a3~6; AdsP(Tib.Pk) ni 54b3~4n ni 54b8~55a2; AdsP(Tib.D) ka 61a1~2, 

61a5~7; PvsP(Tib.U) ka 108a2~3, 109a1~111a1; PvsP(Tib.S) ka 120a1~2, 

121a2~123a3; PvsP(Tib.Pk) nyi 92a8, 93a4~94b5; PvsP(Tib.D) ka 91a1~2, 

91b5~93a7

1 vyavadånam iti samanupaßyati • || evan na vedanån na saµjñån na 

saµskårån na vijñånaµ nåma saµkleßam iti samanupaßyati • na vijñånaµ 

nåma vyavadånam iti samanupaßyati || na r∑pa nåma saµsåra-

2 m iti samanupaßyati • na r∑pan nåma nirvå∫am iti samanupaßyati • || 

evan na vedanån na saµjñån na saµskårån na vijñånam nåma saµsåram iti 

samanupaßyati • na vijñånaµ nåma nirvå∫am iti sama-

3 nupaßyati || na cak≈ur nityam iti samanupaßyati • yåva[c ca]k≈u˙ saµsåram 

iti samanupaßyati • || na cak≈ur nirvå∫am iti samanupaßyati • na r∑paµ 

nityam iti samanupaßyati • na r∑pam anitya-

4 m iti samanupaßyati • yåvan na r∑paµ saµsåram iti samanupaßyati • 

na r∑pam* nirvå∫am iti samanupaßyati • || na cak≈urvijñånaµ nityam iti 

samanupaßyati • na cak≈urvijñånam anitya-

5  m  iti  samanupaßyati  • yåvan  na  cak≈urvijñånaµ  saµsåram  iti 

samanupaßyati • cak≈urvijñånaµ nirvå∫am iti samanupaßyati • || na 

cak≈u˙saµsparßaµ nitya iti samanupaßyati • na cak≈u˙-

6 saµsparßam anitya iti samanupaßyati • || yåvan na cak≈usaµsparßaµ 

saµsåra  iti  samanupaßyati  • na  cak≈u˙saµsparßaµ  nirvå∫am  iti 

samanupaßyati • || yad api tac cak≈∑r∑pacak≈uvijñåna-

7 saµsparßapratyayåd utpadyate vedayitaµ sukhaµ vå du˙khaµ vå 

adu˙khåsukhaµ vå tad api nityam iti samanupaßyati • nånityam iti 

samanupaßyati • || na sukham iti na du˙kham iti • nåtmeti nå-
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8 nåtmeti • na ßåntam iti nåßåntam iti • na ßunyam iti nåßunyam iti • na 

nimittam iti nånimittam iti • samanupaßyati • na pra∫ihitam iti nåpra∫ihitam 

iti • na saµsk˚tam iti nåsaµsk˚tam iti • notpåda i-

9 ti na nirodha iti • na viviktam iti nåviviktam iti • na kußalam iti nåkußalam 

iti • na såvadyam iti nånavadyam iti • na såsravam iti nånåsravam iti • na 

saµkleßam iti na ni≈kleßa-

10 m iti • na laukikam iti na lokottaram iti • na saµkleßam iti na vyavadånam 

iti • na saµsåram iti na nirvå∫am iti • na ßrotraµ nityam iti samanupaßyati • 

na ßrotram anityam iti samanupa-

11 ßyati • yåvan aßrotraµ saµsåram iti samanupaßyati • na ßrotraµ nirvå∫am 

iti samanupaßyati • na ßabdaµ nitya iti samanupaßyati • na ßabdam anitya iti 

samanupaßyati • yåvan aßabdaµ saµ-

12 såra iti samanupaßyati • na ßabdaµ nirvå∫am iti samanupaßyati • na 

ßrotravijñånaµ nitya iti samanupaßyati • na ßrotravijñånam anitya iti 

samanupaßyati • yåvad na ßrotravijñånaµ

13 saµsåra iti samanupa(ßyati) • na ßrotravijñånaµ nirvå∫am iti 

samanupaßyati • na ßrotrasaµsparßaµ nitya iti samanupaßyati • na 

ßrotrasaµsparßam anitya iti samanupaßyati •

Kj

受・想・行・識亦如是。眼・色・眼識・眼觸・眼觸因縁生諸受

(LPG 43r)
49

 Dhr 163a21~22; Mo 11c14; Kj 231b3; Xz(II) 31a8~b20, 31c11; 

Xz(III) 448a21, 448c5, 448c14~15; PvsP(K) I 118.13~119.16, 125.1~125.22, 

119.17~120.22, 125.23~126.15, 120.23~121.25 (a part of 120.23~121.25 

is parallel to 43v1~8); PvsP(D) 103.9~13, 104.6~8, 103.11~13, 104.8~10, 

103.14~103.16 (a part of 103.14~16 is parallel to 43v1~8); AdsP(Tib.U) ka 

81a5~6, 81b2~3; AdsP(Tib.S) ka 91a6~7, 91b4~5; AdsP(Tib.Pk) ni 55a2, 55a6; 

49　ÍsP(Gh) 349.2~357.2; ÍsP(Tib.D) ka 215b1~220a2; Xz(I) 60c4~61c5; 58c11~61c5; 58c11~59a9.
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AdsP(Tib.D) ka 61a7, 61b3; PvsP(Tib.U) ka 111a1~112a7; PvsP(Tib.S) ka 

123a3~124b2; PvsP(Tib.Pk) nyi 94b5~95b4; PvsP(Tib.D) ka 93a7~94a7

1 + + .n. .r. .. .. + + + + + + + .. m anupaßyat[i]
50

 • na [ß]r(o) + + + + + (r)[vå]∫am
51

  

iti samanupaßyati • na ßrotrasaµsparßaµ nirvå∫a iti samanupaßyati • yad api 

tac chrotraßabdaßrotravi-

2 jñånasaµsparßapratyayåd utpadyat(e) vedayitaµ sukhaµ vå du<˙>khaµ vå 

adu˙khåsukhaµ vå tad api na nityam iti samanupaßyati • nånityam iti • na 

sukham iti na du˙kham iti • nåtmeti nånåtmeti • na ßå-

3 ntam iti nåßåntam iti • na ßunyam iti nåßunyam iti • na nimittam iti 

nånimittam iti • na pra∫ihitam iti nåpra∫ihitam iti • na saµsk˚tam iti 

nåsaµsk˚tam iti • notpåda iti na nirodha i-

4 ti • na vi«vi»ktam iti nåviviktam iti • na kußalam iti nåkußalam iti • 

na såvadyam iti nånavadyam iti • na såsravam iti nånåsravam iti • na 

saµkleßam iti na ni≈kleßam iti • na laukikam i-

5 ti na lo«ko»ttaram iti • na saµkleßam iti na vyavadånam iti • na saµsåram 

iti na nirvå∫am iti samanupaßyati • na ghrå∫aµ nityam iti samanupaßyati • 

na ghrå∫am anityam iti samanupaßyati • yå-

6 van na ghrå∫aµ saµsåram iti samanupaßyati • na ghrå∫aµ nirvå∫am 

iti samanupaßyati • na gandhaµ nityam iti samanupaßyati • na gandham 

anityam iti samanupaßyati • yåvan na gandhaµ saµsåra iti 

7 {iti} samanupaßyati • na gandhaµ nirvå∫am iti samanupaßyati • na 

ghrå∫avijñånaµ nitya iti samanupaßyati • na ghrå∫avijñånam anityam iti 

samanupaßyati • yåvan na ghrå∫avijñånaµ saµsåra iti

8 samanupaßyati • na ghrå∫avijñånaµ nirvå∫am iti samanupaßyati • na 

[ghrå]∫asaµsparßaµ nitya iti samanupaßyati • na ghrå∫asaµsparßa{µ}m 

anitya iti samanupaßyati • yåvan na ghrå∫asaµsparßaµ 

50　+ + n. r. .. .. + + + + + + + .. m anupaßyat[i]: ÍsP(Gh): na ßrotrasaµsparßo nåma saµsåra 
iti samanupaßyati.
51　na [ß]r(o) + + + + + (r)[vå]∫am: Read na ßrotrasaµsparßaµ nirvå∫am. S. e.? 



Gilgit 写本 Larger Prajñåpåramitå の翻刻研究⑵ : fols. 38r-53r （107）

9 saµsåra iti samanupaßyati • na ghrå∫asaµsparßaµ nirvå∫am iti 

samanupaßyati • yad api tad ghrå∫agandhaghrå∫avijñånasaµsparßapratyayåd 

utpadyate vedayitaµ sukhaµ vå du˙khaµ vå adu˙-

10 khåsukhaµ vå tad api na nityam iti samanupaßyati nånityam iti • na 

sukham iti na du˙kham iti nåtmeti nånåtmeti • na ßåntam iti nåßåntam iti • 

na ßunyam iti nåßunyam iti • na nimittam iti nå-

11 nimittam iti • na pra∫ihitam iti nåpra∫ihitam iti • na saµsk˚tam iti 

nåsaµsk˚tam iti • notpåda iti na nirodha iti • na viviktam iti nåviviktam iti • 

na kußalam iti nåkußala-

12 m iti • na såvadyam iti nånavadyam iti • na såsravam iti nånåsravam iti • na 

saµkleßam iti na ni≈kleßam iti • na laukikam iti na lokottaram iti • na saµkleßam 

iti na vyava[d]åna-

13 m iti • na saµsåram iti na nirvå∫am iti • samanupaßyati • na jihvå 

nityeti samanupaßyati • na jihvåm anityeti samanupaßyati • yåvan na jihvå 

saµsåram iti sa-

Kj

乃至

(LPG 43v)
52

 Dhr 163a22~23; Mo 11c14; Kj 231b3; Xz(II) 31b21~c22; Xz(III) 

448a21, 448c5, 448c14~15; PvsP(K) I 120.23~121.26 (a part of 120.23~121.25 

is parallel to 43r13. na jihvå nityeti samanupaßyati ... yåvan na jihvå 

saµsåram iti sa), 126.16~127.7, 121.27~123.2, 127.8~14; PvsP(D) 103.14~16 

(a part of 103.14~16 is parallel to 43r13), 104.10~12, 103.16~19, 104.13~16; 

AdsP(Tib.U) ka 81a6~7, 81b3; AdsP(Tib.S) ka 91a7~b1, 91b5~6; AdsP(Tib.Pk) 

ni 55a3, 55a6~7; AdsP(Tib.D) ka 61a7~61b1, 61b4; PvsP(Tib.U) ka 112a7~b3; 

PvsP(Tib.S) ka 124b2~125b7; PvsP(Tib.Pk) nyi 95b4~96a2; PvsP(Tib.D) ka 

94a7~95a7

52　ÍsP(Gh) 357.2~366.2; ÍsP(Tib.D) ka 220a2~223a2; Xz(I) 59a8~61c5; 58c11~61a22.
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1 manupaßyati na jihvå nirvå∫am iti samanupaßyati • na rasaµ nitya iti 

samanupaßyati • na rasam (a)n(i)tya it(i) samanupaßyati • yåvan na rasa(µ) 

sa(µ)såram i-

2  ti  samanupaßyati  • na  rasaµ  nirvå∫am  iti  samanupaßyati  • na 

jihvåvijñånaµ nityam iti samanupaßyati • na jihvåvijñånam anityam iti 

samanupaßyati • yåvan na jihvåvi-

3 jñånaµ saµsåram iti samanupaßyati • na jihvåvijñånaµ nirvå∫am 

iti samanupaßyati • na jihvåsaµsparßaµ nitya iti samanupaßyati • na 

jihvåsaµsparßam anitya iti samanupaßyati •

4  yåvan  na  j ihvåsaµsparßaµ  saµsåra  i t i  samanupaßyat i  •  na 

jihvåsaµsparßaµ nirvå∫am iti samanupaßyati • yad api ta<j> jihvårasajihvå-

vijñånasaµsparßapratyayåd utpadyate vedayi-

5 taµ sukhaµ vå du˙khaµ vå adu˙khåsukhaµ vå tad api na nityam iti 

samanupaßyati • nånityam iti • na sukham iti na du˙kham iti • nåtmeti 

nånåtmeti • na ßåntam iti nåßåntam iti • na ßunyam iti

6 nåßunyam iti • na nimittam iti nånimittam iti • na pra∫ihitam iti 

nåpra∫ihitam iti • na saµsk˚tam iti nåsaµsk˚tam iti • notpåda iti na nirodha 

iti • na viviktam iti nåviviktam i-

7 ti • na kußalam iti nåkußalam iti • na såvadyam iti nånavadyam iti • 

na såsravam iti nånåsravam iti • na saµkleßam iti na ni≈kleßam iti • na 

laukikam iti na lokottaram iti • na

8 saµkleßam iti na vyavadånam iti • na saµsåram iti na nirvå∫am iti 

samanupaßyati • na kåyan nitya iti samanupaßyati • na kåyam anitya iti 

samanupaßyati • yåvan na kåyaµ saµ-

9 såram iti samanupaßyati • na kåyaµ nirvå∫am iti samanupaßyati • 

na spra≈†avyan nitya iti samanupaßyati • na spra≈†avyam anitya iti 

samanupaßyati • yåvan na spra≈†avyaµ saµsåram iti 

10 samanupaßyati • na spra≈†avyaµ nirvå∫am iti samanupaßyati • na 
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kåyavijñånaµ nityam iti samanupaßyati • na kåyavijñåna{µ}m anityam iti 

samanupaßyati • yåvan na kåyavijñånaµ saµsåra-

11 m iti samanupaßyati • na kåyavijñånaµ nirvå∫am iti samanupaßyati • na 

kåyasaµsparßaµ nitya iti samanupaßyati • na kåyasaµspa<rßa>m anitya iti 

samanupaßyati • yåvan na kåya-

12 saµsparßaµ saµsåra iti samanupaßyati • na kåyasaµsparßaµ nirvå∫am iti 

samanupaßyati • yad api tat kåyaspra≈†avyakåyavijñånasaµsparßapratyayåd 

utpadyate vedayitaµ sukhaµ vå

13 (du)˙khaµ vå adu˙khåsukhåµ (vå){µ}
53
 tad api na nityam iti samanupaß(y)ati • 

nånityam iti • na sukham iti na du˙kham iti • nåtmeti nånåtmeti • na ßåntam iti 

nåßåntam iti • na ßunyam iti

Kj

乃至

(LPG 44r)
54

 Dhr 163a23~24; Mo 11c14~15; Kj 231b3~4; Xz(II) 31c22~32a24; 

Xz(III) 448a21, 448c5, 448c14~15; PvsP(K) I-1 127.14~29, 123.3~124.8, 

127.30~128.18; PvsP(D) 104.16~18, 103.19~104.2, 104.18~21; AdsP(Tib.

U) ka 81a7~8, 81b3~5; AdsP(Tib.S) ka 91b1~2, 91b6~7; AdsP(Tib.Pk) ni 

55a3~4, 55a7~8; AdsP(Tib.D) ka 61b1~2, 61b4; PvsP(Tib.U) ka 112b3~113b2; 

PvsP(Tib.S) ka 125b7~126b6; PvsP(Tib.Pk) nyi 96a2~96b6; PvsP(Tib.D) ka 

95a7~96a3

1 nåßunya ..  + + + + + + + .. nånimittam (i)ti •
55

 na [ß]r(o)[t]rasa(µ)sparßa[µ]  

53　(du)˙khaµ vå adu˙khåsukhåµ (vå){µ}: ÍsP(Gh): du˙khaµ vå adu˙khåsukhaµ vå.
54　ÍsP(Gh) 366.2~371.11; ÍsP(Tib.D) ka 223a2~229a5; Xz(I) 61a22~c5; 58c11~61c1.
55　nåßunya ..  + + + + + + + .. nånimittam (i)ti •: PvsP(K): nåß∑nyam iti, na nimittam iti 
nånimittam iti, ÍsP(Gh): nåß∑nyam iti samanupaßyati / na nimittam iti samanupaßyati / 
nånimittam iti samanupaßyati.
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ni
56

 nåpra∫ihitam iti • na saµsk˚tam iti nåsaµsk˚tam iti • notpada iti na 

nirodha iti • na viviktam iti nåv(i)v(i)-

2 ktam iti • na kußalam iti nåkußalam iti • na såvadyam iti nånavadyam iti • na 

såsravam iti nånåsravam iti • na saµkleßam iti na ni≈kleßam iti • na laukikam 

iti na lokottaram iti • na

3 saµkleßam iti na ni≈kleßam iti • na laukikam iti na lokottaram iti • na 

saµkleßam iti na vyavadånam iti • na saµsåram iti na nirvå∫am iti • 

samanupaßyati • na mano nityam iti samanupaßyati • 

4 na mana anityam iti samanupaßyati • evan na sukham iti na du˙kham iti 

nåtmeti nånåtmeti na ßåntam iti nåßåntam iti • na ßunyam iti nåßunyam iti • 

na nimittam iti • na

5 pra∫ihitam i«ti» nåpra∫ihitam iti • saµsk˚tam iti nåsaµsk˚tam iti • 

notpåda iti na nirodha iti • na viviktam iti nåviviktam iti • na kußalam iti 

nåkußalam iti • na såvadyam iti

6 nånavadyam iti • na såsravam iti nånåsåsravam iti • na saµkleßam iti 

nåsaµkleßam iti na ni≈kleßam iti • na laukikam iti na lokottaram iti • na 

saµkleßam iti na vyavadånam iti • na saµsåram iti na nirvå∫a-

7 m iti samanupaßyati • na dharmå nityam iti samanupaßyati • na dharmån 

anityå iti samanupaßyati • yåvan na dharmån saµsårå iti samanupaßyati • na 

dharmå nirvå∫å iti samanupaßyati •

8 na manovijñånaµ nityam iti samanupaßyati • na manovijñånam anityam 

iti samanupaßyati • yåvan na manovijñånaµ saµsåram iti samanupaßyati • 

manovijñånaµ nirvå∫am i-

9 ti samanupaßyati • na manasaµsparßaµ nitya iti samanupaßyati • na 

mana[˙]saµsparßam anitya iti samanupaßyati • yåvan na mana˙saµsparßaµ 

saµsåram iti samanupaßyati • na mana˙-

10 saµsparßaµ nirvå∫am iti samanupaßyati • yad api tat manodharmamano-

56　na [ß]r(o)[t]rasa(µ)sparßa[µ] ni: パラレルからは nåpra∫ihitam iti が支持される．na [ßr]r(o)[t]-
rasa(µ)sparßa[µ] ni は fol.43r,l.1 の欠損箇所と一致．ÍsP(Gh): na pra∫ihitam iti samanupaßyati / 
nåpra∫ihitam iti samanupaßyati. PvsP(K): na pra∫ihitam iti nåpra∫ihitam iti samanupaßyati.
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vijñånasaµsparßapratyayåd utpadyate vedayitaµ sukhaµ vå du˙khaµ vå 

adu˙khåsukhaµ vå tad api na nityam iti

11 samanupaßyati • nånityam iti samanupaßyati • na sukham iti na du˙kham 

iti nåtmeti nånåtmeti • na ßåntam iti nåßåntam iti • na ßunyam iti nåßunyam 

iti • na nimittam iti nånimi-

12 ttam iti • na pra∫ihitam iti nåpra∫ihitam iti • na saµ{sk˚µ}sk˚tam iti • 

nåsaµsk˚tam iti notpåda iti na nirodha iti • na viviktam iti nåviviktam iti • 

na kußalam iti nåkußala-

13 m iti • na såvadyam iti nånavadyam iti • na såsravam iti nåsravam iti • 

na sa(µ)kleßam iti na ni≈kleßam iti • na laukikam iti na lokottaram iti • na 

saµkleßam iti na vyavadånam iti • 

Kj

意・法・意識・意觸・意觸因縁生諸受亦如是。

(LPG 44v)
57

 Dhr 163a24~163b13, 163b14~15; Mo 11c15~28; Kj 231b4~19; 

Xz(II) 32a24~c6; Xz(III) 448c16~449a27; PvsP(K) I-1 128.19~129.27; PvsP(D) 

104.21~106.5; AdsP(Tib.U) ka 81b5~82b4; AdsP(Tib.S) ka 91b7~93a2; 

AdsP(Tib.Pk) ni 55a8~56a3; AdsP(Tib.D) ka 61b5~62b1; PvsP(Tib.U) ka 

113b2~115b7; PvsP(Tib.S) ka 126b7~128b4; PvsP(Tib.Pk) nyi 96b6~98b5; 

PvsP(Tib.D) ka 96a3~97b1

1 na saµsåram iti na nirvå∫am iti samanupaßyati • || tat kasya heto˙ tathå hi 

bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ carans tåµß ca prajñåpåramitåµ 

taµ ca bodhisatvaµ tac ca bodhisatvanåma na saµsk˚te dhå-

2 tau samanupaßyati na saµsk˚te dhåtau tat kasya heto˙ tathå hi subh∑te 

bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran sarvån etån dharmån na 

kalpayati na vikalpayati • sa prajñåpåramitåyåµ 

57　ÍsP(Gh) 371.18~379.15; ÍsP(Tib.D) ka 229a5~237a5; Xz(I) 61c3~5; 70c29~71b13.
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3  carann  avikalpe  dharme  sthitvå  sm˚tyupasthånabhåvanatåyai 

prajñåpåramitåyåµ carati • || na prajñåpåramitåµ samanupaßyati • na 

prajñåpåramitånåma samanupaßyati • na bodhisatvaµ sama-

4 nupaßyati • || na bodhisatva nåma samanupaßyati • na buddhaµ 

samanupaßyati • na buddhanåma samanupaßyati • evaµ samyakprahå∫ar<d>-

dhipådendriyabalabodhyaµgamårgå∫åm* || dånapåramitå ß¥lapå-

5 ramitå k≈åntipåramitå v¥ryapåramitå dhyånapåramitå prajñåpåramitå • yåvad 

a≈†ådaßånåmåve∫ikånåµ buddhadharmå∫åµ bhåvanatåyai prajñåpåramitåyåµ 

carati • na ca prajñåpårami-

6 tåµ samanupaßyati • na prajñåpåramitånåma samanupaßyati • na 

bodhisatvaµ samanupaßyati • na bodhisatvanåma samanupaßyati • na 

buddhaµ samanupaßyati • na buddhanåma samanupaßyati •

7 anyatra sarvajñåtåmanasikåråt* tena bodhisatvena mahåsatvena 

prajñåpåramitåyåµ caratå dharmå∫åµ dharmalak≈a∫aµ supratividdhaµ 

bhavati • yac ca dharmå∫åµ lak≈a∫aµ tan na saµkli-

8 ßyate na vyavadåyate • evaµ khalu subh∑te bodhisatvena mahåsatvena 

prajñåpåramitåyåµ caratå nåmasaµketik¥ dharmaprajñaptir avaboddhavyå˙ 

sa nåmasaµketik¥ dharmaprajñaptir avabudhya

9 na r∑pam abhinivek≈yate na vedanå{µ}n na saµjñån na saµskårån 

na vijñånam abhinivek≈yate • na cak≈ur abhinivek≈yate • na r∑pam 

abhinivek≈yate • na cak≈urvijñånam abhinivek≈yate • na cak≈u˙saµ-

10 sparßam abhinivek≈yate • yad api tac cak≈∑r∑pacak≈urvijñånasaµsparßa-

pratyayåd utpadyate vedayitaµ sukhaµ vå du˙khaµ vå adu˙khåsukhaµ vå 

tad api nåbhinivek≈yate • || evan na ßrotraßabdå{µ}n na ßrotra-

11 vijñånaµ na ßrotrasaµsparßam abhinivek≈yate • || yad api tac chrotraßabda- 

ßrotravijñånasaµsparßapratyayåd utpadyate vedayitaµ sukhaµ vå du˙khaµ 

vå adu˙khåsukhaµ vå tad api nåbhinivek≈yate • || na ghrå-

12  ∫aµ  na  gandhaµ  na  ghrå∫avi jñånaµ  na  ghrå∫asaµsparßam 

abhinivek≈yate • || yad api tat ghrå∫agandhaghrå∫avijñånaghrå∫asaµsparßa-
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pratyayåd utpadyate vedayitaµ sukhaµ vå du˙khaµ vå adu˙khåsukhaµ vå 

ta-

13 d api nåbhinivek≈yate || na (j)i(hv)[å]n na rasån na jihvåvijñånaµ na 

jihvåsaµsparßam abhinivek≈yate • || yad api ta<j> jihvårasajihvåvijñånajihvå-

saµsparßapratyayåd utpadyate vedayitaµ sukhaµ vå 

Kj

何以故。菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、般若波羅蜜字、菩薩菩薩字。有爲性中亦不見、

無爲性中亦不見。菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、是法皆不作分別。是菩薩行般若波

羅蜜、住不壞法中、修四念處時、不見般若波羅蜜、不見般若波羅蜜字、不見菩薩、

不見菩薩字、乃至修十八不共法時、不見般若波羅蜜、不見般若波羅蜜字、不見

菩薩、不見菩薩字。菩薩摩訶薩如是行般若波羅蜜時、但知諸法實相。諸法實相

者、無垢・無淨。如是須菩提、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、當作是知名字假施設、

知假名字已、不著色、不著受・想・行・識、不著眼乃至意、不著色乃至法、不

著眼識、乃至不著意識、不著眼觸乃至不著意觸、不著眼觸因縁生受、若苦、若樂、

若不苦、不樂、

(LPG 45r)
58

 Dhr 163b13~14, 163b15~c15; Mo 11c28~12a15; Kj 231b19~c10; 

Xz(II) 32c6~32c27; Xz(III) 449a27~b26; PvsP(K) I-1 129.27~131.15; PvsP(D) 

106.5~107.18; AdsP(Tib.U) ka 82b4~83b6; AdsP(Tib.S) ka 93a2~94a7; 

AdsP(Tib.Pk) ni 56a3~b8; AdsP(Tib.D) ka 62b1~63a6; PvsP(Tib.U) ka 

115b7~117b3; PvsP(Tib.S) ka 128b4~130b3; PvsP(Tib.Pk) nyi 98b5~100a4; 

PvsP(Tib.D) ka 97b1~99a1

1 du˙kha(µ) vå adu˙khåsu(khaµ vå ta)d api nåbhinivek≈yate || na kåyan na 

spra≈†avyåni na kåyavijñånaµ na kåyasaµsparßam abhinivek≈yate • || yad 

api tat kåyaspra≈†avyakåyavijñånakåyasaµspa(r)ßa-

2 pratyayåd utpadyate vedayitaµ sukhaµ vå du˙khaµ vå adu˙khåsukhaµ 

58　ÍsP(Gh) 379.15~382.8; ÍsP(Tib.D) ka 237a5~239a4; Xz(I) 71b6~72a19.
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vå tad api nåbhinivek≈yate • || na mano dharmån na manovijñånaµ na 

mana˙saµsparßaµ abhinivek≈yate • yad api tan manodhrmamanovijñåna-

3 mana˙saµsparßapratyayåd utpadyate vedayitaµ sukhaµ vå du˙khaµ 

vå adu˙khåsukhaµ vå tad api nåbhinivek≈yate || saµsk˚te dhåtau 

nåbhinivek≈yate • asaµsk˚te dhåtau nåbhinivek≈yate • || dånapåramitåyåµ 

nå-

4 bhinivek≈yate • evaµ ß¥lapåramitåyåµ k≈åntipåramitåyåµ v¥ryapåramitåyåµ 

dhyånapåramitåyåµ prajñåpåramitåyåµ nåbhinivek≈yate • nåmny api lak≈a∫e 

(’)py åsåµ nåbhinivek≈yate • yåvad bo-

5 dhisatvakåyenåbhinivek≈yate måµsacak≈u≈i nåbhinivek≈yate • divyacak≈u≈i 

prajñåcak≈u≈i  dharmacak≈u≈i{r} buddhacak≈u≈i  nåbhinivek≈yate  • 

abhijñåpåramitåyåµ nåbhinivek≈yate • adhyåtmaßunyatå-

6  yåµ  nåbhinivek≈yate  • bahirdhåßunyatåyåm  nåbhinivek≈yate  • 

adhyåtmabahirdhåßunyatåyåµ nåbhinivek≈yate • yåvad abhåvasvabhåva- 

ßunyatåyåµ nåbhinivek≈yate • tathatåyåµ nåbhinivek≈yate • bh∑tako†yåµ

7 nåbhinivek≈yate • dharmadhåtau nåbhinivek≈yate • satvaparipåke 

nåbhinivek≈yate  • || buddhak≈etraparißuddhau nåbhinivek≈yate  • 

upåyakaußale nåbhinivek≈yate • tat kasya heto{˙}s tathå hi te sa-

8 rvadharmå na saµvidyante yaß cåbhinivißeta • yena cåbhinivißeta yatra 

cåbhinivißeta • evaµ khalu subh∑te bodhisatvo mahåsatvo na (’)bhinivi≈†a˙ 

sarvadharme≈u prajñåpåramitayåµ caran dånapåra-

9  mitåyå  vivardhate  •  evaµ  ß¥lapåramitåyå  k≈åntipåramitåyå  • 

v¥ryapåramitåyå dhyånapåramitåyå prajñåpåramitåyå vivardhate • 

bodhisatvanyåmam avakråmati • avaivartyabh∑mim åkråma-

10 ty abhijñå˙ parip∑rayati  • abhijñå˙ parip∑rya  buddhak≈etre∫a 

buddhak≈etraµ saµkråmati satvån paripåcayan buddhån* bhagavata˙ 

satkurvan gurukurvan månayan p∑jayan buddhak≈etraparißodhanatåyai 

buddhånåµ
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11 bhagavatåµ darßanat(å)yai{˙}
59

 tåµß ca buddhån bhagavata˙ satk˚tya 

guruk˚tya månayitvå p∑jayitvå yai˙ kußalam∑lair åkåµk≈i≈yati • tån 

buddhån bhagavata˙ satkartuµ gurukartuµ månayituµ p∑jayituµ tåni cå-

12 sya kußalam∑låni prådurbhavi≈yanti • teneva ca kußalam∑lena te≈åµ 

buddhånåµ bhagavatåµm antika prådurbhavi≈yati • || te≈åµ ca buddhånåµ 

bhagavatåm antikå dharmaµ ßro≈yati • ßrutaß ca saddharmo na jåtvå

13 cchetsyate • || yåvad anuttaråµ samyaksaµbodhim abhisaµbhotsyate • 

dhåra∫¥mukhåni na pratilapsyate samådhimukhåni ca pratilapsyate • || evaµ 

khalu subh∑te bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ

Kj

乃至不著意觸因縁生受。若苦、若樂、若不苦、不樂、不著有爲性、不著無爲性、

不著檀那波羅蜜・尸羅波羅蜜・羼提波羅蜜・毘梨耶波羅蜜・禪那波羅蜜・般若

波羅蜜、不著三十二相、不著菩薩身、不著菩薩肉眼乃至不著佛眼、不著智波羅蜜、

不著神通波羅蜜、不著内空乃至不著無法有法空、不著成就衆生、不著淨佛國土、

不著方便法。何以故。是諸法無著者、無著法、無著處、皆無故。如是、須菩提、

菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、不著一切法、便増益檀那波羅蜜・尸羅波羅蜜・羼

提波羅蜜・毘梨耶波羅蜜・禪那波羅蜜・般若波羅蜜。入菩薩位、得阿惟越致地、

具足菩薩神通、遊一佛國至一佛國、成就衆生、恭敬・尊重・讃歎諸佛、爲淨佛

國土、爲見諸佛供養・供養之具、善根成就、故隨意悉得。亦聞諸佛所説法、聞

已、乃至阿耨多羅三藐三菩提、終不忘失、得諸陀羅尼門諸三昧門。如是、須菩提、

菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時、

(LPG 45v)
60

 Dhr 163c15~164a8; Mo 12a15~26; Kj 231c10~20; Xz(II) 

32c28~33b20(the order of descriptions is completely different from LPG; 

parts of this section are parallel to 46r); Xz(III) 449b26~c9; PvsP(K) I-1 

131.15~135.6 (the order of descriptions is completely different from LPG; 

59　darßanat(å)yai{˙}: ÍsP(Gh): darßanåyai.
60　ÍsP(Gh) 382.9~385.14; ÍsP(Tib.D) ka 239a4~242a3; Xz(I) 72a19~72b7.
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parts of this section are parallel to 46r); PvsP(D) 107.18~109.14 (do.); 

AdsP(Tib.U) ka 83b6~84a6; AdsP(Tib.S) ka 94a7~95a2; AdsP(Tib.Pk) ni 

56b8~57a7; AdsP(Tib.D) ka 63a6~63b5; PvsP(Tib.U) ka 117b3~118b2; 

PvsP(Tib.S) ka 130b3~131b5; PvsP(Tib.Pk) nyi 100a4~101a2; PvsP(Tib.D) ka 

99a1~99b5

1 caratå nåmasaµketik¥ dharmaprajñaptir avaboddhavyå • || tat kiµ 

manyase subh∑te cak≈ur bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan bhagavån 

åha• tat kiµ manyase subh∑te vedanå saµjñå saµskårå vijñå(naµ)
61
 

2 bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan bhagavån åha • tat kiµ manyase 

subh∑te cak≈ur bodhisatva iti • ßrotraµ ghrå∫aµ jihvå kåya mano bodhisatva 

iti • åha • no h¥daµ bhagavan bhagavån åha •

3 tat kiµ manyase subh∑te r∑paµ bodhisatva iti • ßabdo gandho rasa sparßo 

dharmå bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ 

manyase subh∑te cak≈urvijñånaµ bodhisatva iti •

4  ßrotravijñånaµ  ghrå∫avijñånaµ  j ihvåvijñånaµ  kåyavijñånaµ 

manovijñånaµ bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat 

kiµ manyase subh∑te p˚thiv¥dhåtur bodhisatva iti • abdhå-

5 tus tejodhåtur båyudhåtur
62

 åkåßadhåtur vijñånadhåtur bodhisatva iti • 

åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te avidyå 

bodhisatva iti • saµskårå vijñånaµ bodhi-

6 satva iti • nåmar∑paµ ≈a∂åyatanaµ sparßo vedanå t˚≈∫å upådånaµ bhavo 

jåtir jaråmara∫aµ bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan bhagavån åha • 

tat kiµ manyase subh∑te anyatra

7 r∑påd bodhisatva iti • anyatra vedanåyå˙ saµjñåyå˙ saµskårebhyo (’)nyatra 

vijñånåd bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan bhagavån åha • tat kiµ 

manyase subh∑te anyatra cak≈u≈o bo-

61　vijñå(naµ): ÍsP(Gh): tat kiµ manyase subh∑te bodhisattve vijñånam iti.
62　båyudhåtur: Read våyudhåtur.
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8 dhisatva iti • anyatra ßrotråd ghrå∫å jihvåyå kåyåd anyatra manaso 

bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan bhagavån åha • tat kiµ manyase 

subh∑te (’)nyatra r∑påd bodhisatva iti • a-

9 nyatra ßabdagandharasasparßadharmebhyo bodhisatva iti • åha • no h¥daµ 

bhagavan bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te (’)nyatra cak≈urvijñånåd 

bodhisatva iti • yåvad anyatra ßrotraghrå∫a-

10 jihvåkåyamanovijñånåd bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan 

bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te anyatra p˚thiv¥dhåtor bodhisatva 

iti • åha • anyatråbdhåtos tejodhå-

11 tor våyudhåtor åkåßadhåtor anyatra vijñånadhåtor bodhisatva iti • åha • no 

h¥daµ bhagavan bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te (’)nyatråvidyåyå 

bodhisatva iti • yåvad anyatra jaråma-

12 ra∫åd bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ 

manyase subh∑te r∑pe bodhisatva iti • vedanåyåµ saµjñåyåµ saµskåre≈u 

vijñåne bodhisatva iti • åha • 

13 (n)o [h]¥daµ bha[gavan]* bhaga(vån å)ha • tat kiµ manya<se> subh(∑)te 

(ca)k≈[u]≈i bodhisatva iti • ßrotre ghrå∫e jihvåyåµ kåye manasi bodhisatva 

iti • || åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavå-

Kj

當知諸法、名假施設。須菩提、於汝意云何色是菩薩不。受・想・行・識是菩薩不」

「不也、世尊」「眼・耳・鼻・舌・身・意是菩薩不」「不也、世尊」「色・聲・香・味・

觸・法是菩薩不」「不也、世尊」「眼識乃至意識是菩薩不」「不也、世尊」「須菩提、

於汝意云何、地種是菩薩不」「不也、世尊」「水・火・風・空・識・種是菩薩不」「不

也、世尊」「於須菩提意云何、無明是菩薩不」「不也、世尊」「乃至老死是菩薩不」

「不也、世尊」「於須菩提意云何、離色、離受・想・行・識乃至離老死、是菩薩不」

「不也、世尊」
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(LPG 46r)
63

 Dhr 164a8; Mo 12a26; Kj 231c20; Xz(II) 33a8~b20(the order 

of descriptions is completely different from LPG; parts of this section are 

parallel to 45v); Xz(III) 449c9~450a18; PvsP(K) I-1 131.26~135.6 (the order 

of descriptions is completely different from LPG; parts of this section are 

parallel to 45v); PvsP(D) 107.18~109.16 (do.); AdsP(Tib.U) ka 84a7~85b5; 

AdsP(Tib.S) ka 95a2~96b6; AdsP(Tib.Pk) ni 57a7~58a8; AdsP(Tib.D) ka 

63b5~64b7; PvsP(Tib.U) ka 118b2~122a4; PvsP(Tib.S) ka 131b5~135b6; 

PvsP(Tib.Pk) nyi 101a2~104a1; PvsP(Tib.D) ka 99b5~102b5

1 (n å)ha • tat ki(µ) many(ase) [s]ubh∑(te r∑pe bo)dhisatva (i)t(i) ßa(b)d(a)-

ga(n)dh(arasaspar)[ß](a)dharme≈u bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* 

bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te • cak≈urdhåtau bodhisatva iti

2 ßrotraghrå∫ajihvåkåyamanodhåtau bodhisatva iti • åha • no h¥daµ 

bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te • p˚thiv¥dhåtau 

bodhisatva iti • abdhåtau tejodhåtau våyudhåtåv åkåßadhå-

3 tau vijñånadhåtau bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån 

åha • tat kiµ manyase subh∑te • avidyåyåµ bodhisatva iti • yåvaj jaråmara∫e 

bodhisatva iti • || åha • no h¥daµ bhagavan*

4 bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te • r∑pe bodhisatvam
64

 iti • 

bodhisatve vedanå saµjñå saµskårå bodhisatve vijñånam iti • åha • no h¥daµ 

bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te • bodhisa-

5 tve [ca]k≈ur iti • bodhisatve ßrotraµ ghrå∫aµ jihvå kåyo bodhisatve mana 

iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te • 

bodhisatve r∑pam iti
65

 • bodhisatve ßabdo gandho rasa spa-

6 rßo bodhisatve [dha]rmå iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • 

tat kiµ manyase subh∑te bodhisatve cak≈urvijñånam iti • bodhisatve 

ßrotraghrå∫ajihvåkåyamanovijñånam iti • || åha • no

63　ÍsP(Gh) 385.14~399.5; ÍsP(Tib.D) ka 242a3~254a5; Xz(I) 72b15~81c20.
64　r∑pe bodhisatvam: Read bodhisatve r∑pam.
65　cf. Xz(III): 菩薩中有色處乃至法處耶 .
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7 h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te bodhisatve 

p˚thiv¥dhåtur iti • bodhisatve abdåtus tejodhåtur båyudhåtur
66

 åkåßadhåtur 

bodhisatve vijñånadhåtur iti «• ||» å[ha] no h¥daµ bhagavan*

8 bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te bodhisatve avidyeti • yåvad 

bodhisatve jaråmara∫am iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat 

kiµ manyase subh∑te ar∑po bodhisatva iti •

9 avedana˙ asaµjña asaµskåra avijñåno bodhisatva iti • åha • no h¥daµ 

bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te acak≈u≈ko bodhisatva iti • 

aßrotro aghrå∫a ajihvå akåya

10 a<ma>nasko bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat 

kiµ manyase subh∑te ar∑po bodhisatva iti • aßabda agandha arasa asparßa 

adharmå bodhisatva iti • åha • no h¥-

11 daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te acak≈urvijñåno 

bodhisatva iti • aßrotravijñåna aghrå∫avijñåna˙ ajihvåvijñåna akåyavijñana˙ 

amanovijñåno bodhisatva iti • å-

12 ha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te 

ap˚thiv¥dhåtur  bodhisatva  iti • anabdhåtu  atejodhåtu  avåyudhåtu 

anåkåßadhåtu avijñånadhåtur bodhisatva iti •

13 åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te 

anavidyo bodhisatva iti • yåvad ajaråmara∫o bodhisatva iti • åha • no h¥daµ 

bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase

Kj

「須菩提、於汝意云何、

(LPG 46v)
67
  Dhr 164a8~12; Mo 12a26~29; Kj 231c20~23; Xz(II) 33c4~9; 

Xz(III) 450a18~23; PvsP(K) I-1 135.6~136.4 (The description is different); 

66　båyudhåtur: Read våyudhåtur.
67　ÍsP(Gh) 399.5~402.18; ÍsP(Tib.D) ka 254a5~257b1; Xz(I) 81c20~83b17; 81c24~82a9.
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PvsP(D) 109.16~110.10; AdsP(Tib.U) ka 85b5~86a3; AdsP(Tib.S) ka 

96b6~97a5; AdsP(Tib.Pk) ni 58a8~b4; AdsP(Tib.D) ka 64b7~65a4; PvsP(Tib.

U) ka 122a4~b8; PvsP(Tib.S) ka 135b6~137a1; PvsP(Tib.Pk) nyi 104a1~b3; 

PvsP(Tib.D) ka 102b5~103b2

1 subh∑te yå r∑pasya tathatå sa bodhisatva iti • yå vedanåyås tathatå • 

yå saµjñåyås tathatå • yå saµskårå∫åµ tathatå yå vijñånasya tathatå sa 

bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan*

2 bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te yå cak≈ustathatå sa bodhisatva 

iti • yå ßrotratathatå ghrå∫atathatå jihvåtathatå kåyatathatå manastathatå 

sa bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bha-

3 gavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te yå r∑patathatå sa 

bodhisatva iti • yå ßabdatathatå gandhatathatå rasatathatå sparßatathatå 

dharmatathatå sa bodhisatva iti • åha • no

4  h¥daµ  bhagavan* bhagavån  åha  • tat  kiµ  manyase  subh∑te  yå 

cak≈urvijñånatathatå  sa  bodhisatva  iti  • yå  ßrotravijñånatathatå 

ghrå∫avijñånatathatå • jihvåvijñånatathatå • kåyavijñånatatha-

5 (tå) manovijñånatathatå sa bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* 

bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te yå p˚thiv¥dhåtutathatå sa 

bodhisatva iti • yå abdhåtutathatå tejodhå-

6 tutathatå • våyudhåtutathatå åkåßadhåtutathatå vijñånadhåtutathatå sa 

bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase 

subh∑te yå avidyåtathatå sa bodhisa-

7 tva iti • yåvad ya jaråmara∫atathatå sa bodhisatva iti • åha • no h¥daµ 

bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te anyatra r∑patathatåyå 

bodhisatva iti • yåvad anyatra vijñånata-

8 thatåyå bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat 

kiµ manyase subh∑te (’)nyatra cak≈ustathatåyå bodhisatva iti • yåvan 

manastathatåyå bodhisatva iti • åha • no h¥-
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9 daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te anyatra 

r∑patathatåyå bodhisatva iti • yåvad anyatra manastathatåyå bodhisatva 

iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ

10 manyase subh∑te anyatra cak≈urvijñånatathatåyåµ bodhisatva iti • yåvad 

anyatra manovijñånatathatåyå bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* 

bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te anya-

11 tra p˚thiv¥dhåtutathatåyå bodhisatva iti • yåvad anyatra vijñånadhåtu-

tathatåyå bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ 

manyase subh∑te anyatråvijñåtathatå-

12 yå bodhisatva iti • yåvad anyatra jaråmara∫atathatåyå bodhisatva iti 

• åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te 

r∑patathatåyåµ bodhisatva iti • yåvad vijñå-

13 (nata)thatåyåµ bodhisatva i(t)i (• å)ha • no h¥daµ bhagavan* bhaga(vån) 

åha • tat kiµ manyase subh∑te cak≈ustathatåyåµ bodhisatva iti yåvan 

mana˙tathatåyåµ bodhisatva iti

Kj

色如相是菩薩不」「不也、世尊」「乃至老死如相是菩薩不」「不也、世尊」「離色

如相乃至離老死如相、是菩薩不」「不也、世尊」

(LPG 47r)
68

 Dhr  164a12~14;  Mo  12a29~b1;  Kj  231c23~24;  Xz(II) 

33c9~34b2(the order of descriptions is completely different from LPG; 

parts of this section are parallel to 47v, 48r); Xz(III) 450a23~c2(the order 

of descriptions is completely different from LPG; parts of this section are 

parallel to 47v, 48r); PvsP(K) I-1 136.4~138.24(The description is different); 

PvsP(D) 110.10~111.18; AdsP(Tib.U) ka 86a3~6; AdsP(Tib.S) ka 97a5~b2; 

AdsP(Tib.Pk) ni 58b4~7; AdsP(Tib.D) ka 65a4~65a6; PvsP(Tib.U) ka 

122b8~128a6; PvsP(Tib.S) ka 137a1~142b5; PvsP(Tib.Pk) nyi 104b3~108b8; 

68　ÍsP(Gh) 402.19~419.18; ÍsP(Tib.D) ka 257b1~271a3; Xz(I) 82a10~83b11; 75c21~76a23.
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PvsP(Tib.D) ka 103b2~107b5; IOL San 1492/05 r1~06r2

1 (å)[h](a) • n[o] h[¥]da(µ) bhagavan(*) bh(agavån åha) • tat k(iµ) manya(se) 

[s]u[bh]∑t(e) • r∑patathatåyåµ bodhisatva iti • yåva dharmatathatåyåµ 

bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ ma-

2  nyase  subh∑te  cak≈urvijñånatathatåyåµ  bodhisatva  iti  • yåvan 

manovijñånadhåtutathatåyåµ bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* 

bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te p˚thiv¥dhåtutathatåyåµ

3 bodhisatva iti • yåvad vijñånadhåtutathatåyåµ bodhisatva iti • åha • no 

h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te avidyåtathatåyåµ 

bodhisatva iti • yåvaj jaråmara∫atatha-

4 tåyåµ bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ 

manyase subh∑te bodisatve r∑patathateti • yåvad bodhisatve vijñånatathateti • 

åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ

5  manyase  subh∑te  bodhisatve  cak≈ustathateti  yåvad  bodhisatve 

manastathateti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase 

subh∑te bodhisatve r∑patathateti yåvad bodhisatve dharmatatha-

6 teti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te 

bodhisatve cak≈urvijñånastathateti • yåvad bodhisatve manovijñånatathateti • 

åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • ta-

7 t kiµ manyase subh∑te bodhisatve p˚˚t˚hiv¥dhåtutathateti • yåvad 

bodhisatve vijñånatathateti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat 

kiµ manyase subh∑te bodhisatve avidyåtathateti • yåvad bo-

8 dhisatve jaråmara∫atathateti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån 

åha • tat kiµ manyase subh∑te ar∑patatha{ta}to bodhisatva iti • yåvad 

avijñånatathato bodhisatva iti • åha • no h¥daµ

9 (bha)gavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te acak≈ustathato 

bodhisatva iti • yåvad amanastathato bodhisatva iti • åha • no h¥daµ 

bhagavan bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te ar∑pa-
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10 tathato bodhisatva iti • yåvad adharmatathato bodhisatva iti • 

åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te 

acak≈urvijñånatathato bodhisatva iti • yåvad amanovijñånata-

11 thato bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ 

manyase subh∑te ap˚thiv¥dhåtutathato bodhisatva iti • yåvad avijñånatathato 

bodhisatva iti • åha • no h¥daµ

12 bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te anavidyåtathato 

bodhisatva iti • yåvad ajaråmara∫atathato bodhisatva iti • åha • no h¥daµ 

bhagavan* bhagavån åha • kaµ punas tvaµ su-

13 bh∑te arthavaßaµ saµpaßyann evaµ vadasi • na r∑paµ bodhisatva˙ 

na vedanå na saµjñån na saµskårån na vijñånaµ bodhisatva˙ na cak≈ur 

bodhisatva˙ na ßrotraµ na ghrå∫aµ na jihvå na kåyo na mano bodhisatva˙

Kj

佛告須菩提「汝觀何等義、言色非菩薩、

(LPG 47v)
69
 Dhr 164a14~16; Mo 12b1~2; Kj 231c24~27; Xz(II) 33c9~34b2 (the 

order of descriptions is completely different from LPG; parts of this section 

are parallel to 47r, 48r); Xz(III) 450a23~c2 (do.); PvsP(K) I-1 138.24~139.16 

(the description is different); PvsP(D) 111.18~112.6; AdsP(Tib.U) ka 86a6~7; 

AdsP(Tib.S) ka 97b2; AdsP(Tib.Pk) ni 58b7~8; AdsP(Tib.D) ka 65a6; 

PvsP(Tib.U) ka 128a6~129a7; PvsP(Tib.S) ka 142b5~144a2; PvsP(Tib.Pk) nyi 

108b8~109b5; PvsP(Tib.D) ka 107b5~108b3; IOL San 1492/06 r2~v6

1 na r∑paµ bodhisatva˙ na ßabdo na gandho na raso na sparßo na dharmo 

bodhisatva˙ na cak≈urvijñånaµ bodhisatva˙ na ßrotravijñånaµ na 

ghrå∫avijñånaµ na jihvåvijñånaµ na kåyavijñånaµ na manovijñånaµ 

69　ÍsP(Gh) 419.21~431.16, 424.12; ÍsP(Tib.D) ka 271a3~280b2; Xz(I) 76a24~78a19; 85c22~88b19; 
85c28~29.
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bodhisa-

2 tva˙ na p˚thiv¥dhåtur bodhisatva˙ nåbdhåtur na tejodhåtur na våyudhåtur 

nåkåßadhåtur na vijñånadhåtur bodhisatva˙ nåvidyå bodhisatva˙ yåvan na 

jaråmara∫aµ bodhisatva˙ nånyatra r∑påd bodhisatva˙ 

3 yåva nånyatra vijñånåd bodhisatva˙ nånyatra cak≈u≈o bodhisatva˙ yåva 

nånyatra manaso bodhisatva˙ nånyatra r∑påd bodhisatva˙ yåvan nånyatra 

dharmebhyo bodhisatva˙ nånyatra cak≈urvijñånåd bodhisatva˙

4 nånyatra cak≈urvijñånåd bodhisatva˙ yåva nånyatra manovijñånåd 

bodhisatva˙  nånyatra  p˚thiv¥dhåtor  bodhisatva˙  yåvan  nånyatra 

vijñådhåto<r> bodhisatva˙ nånyatra <a>vidyåyå bodhisatva˙ yåvan nånyatra 

jarå-

5 maranåd bodhisatva˙ na r∑pe bodhisatva˙ yåvan na vijñåne bodhisatva˙ na 

cak≈u≈i bodhisatva˙ yåvan na manasi bodhisatva˙ na r∑pe bodhisatva˙ yåvan 

na dharme bodhisatva˙ na cak≈urvijñåne

6 bodhisatva˙ yåvan na manovijñåne bodhisatva˙ na p˚thiv¥dhåtau 

bodhisatva˙ yåvan na vijñå<na>dhåtau bodhisatva˙ nåvidyåyåµ bodhisatva˙ 

yåvan na jaråmara∫e bodhisatva˙ na bodhisatve r∑paµ •

7 yåvan na bodhisatve vijñånaµ • na bodhisatve cak≈u˙ yåvan na bodhisatve 

cak≈u˙ yåvan na bodhisatve mana˙ na bodhisatve r∑paµ • yåvan na 

bodhisatve dharmå˙ na bodhisatve cak≈urvijñånaµ yåvan na bo-

8 dhisatve manovijñånaµ na bodhisatve p˚thiv¥dhåtu˙ yåvan na bodhisatve 

vijñånadhåtu˙ na bodhisatve avidyå˙ yåvan na bodhisatve jaråmara∫aµ • na 

r∑p¥ bodhisatva˙ yåvan nåvijñåno

9 bodhisatva˙ nåcak≈u≈ko bodhisatva˙ yåvan na manasko bodhisatva˙ <na> 

nåmar∑po bodhisatva˙ yåvan nådharmå bodhisatva˙ nåcak≈urvijñånaµ 

bodhisatva˙ yåvan nåmanovijñåno bodhisatva˙ nåp˚-

10 thiv¥dhåtur bodhisatva˙ yåvan nåvijñånadhåtur bodhisatva˙ nånavidyo 

bodhisatva˙ yåvan nåjaråmara∫o bodhisatva˙ na r∑patathatå bodhisatva˙ na 

vedanåtathatå bodhisatva˙ na saµjñåtathatå 
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11 na saµskåratathatå • na vijñånatathatå bodhisatva˙ na cak≈ustathatå 

bodhisatva˙ na ßrotratathatå na ghrå∫atathatå na jihvåtathatå na 

kåyatathatå na manastathatå bodhisatva˙ na r∑patatha-

12 tå bodhisatva˙ yåvan na dharmatathatå bodhisatva˙ na cak≈urvijñåna-

tathatå bodhisatva˙ yåvan na manovijñånatathatå bodhisatva˙ na 

p˚thiv¥dhåtutathatå bodhisatva˙ yåvan na vijñånadhå-

13 (tu)tathatå bodhisa(tva)˙ {nå[v]i(dy)åtathatå bodhisatva˙} [n]åvidyåtathatå 

bodhisatva˙ yåvan nåjaråmara∫atathatå
70
 bodhisatva˙ nånyatra r∑patathatåyå 

bodhisatva˙ yåva-

Kj

乃至老・死非菩薩。離色非菩薩、乃至離老・死非菩薩。色如相非菩薩、乃至老・

死如相非菩薩。離色如相非菩薩、乃至

(LPG 48r)
71
 Dhr 164a16~27; Mo 12b3~9; Kj 231c27~232a6; Xz(II) 33c14~34b2 

(the order of descriptions is completely different from LPG; parts of this 

section are parallel to 47r~v), 34b2~17; Xz(III) 450b1~c2 (do.), 450c2~13; 

PvsP(K) I-1 139.17~141.3; PvsP(D) 112.6~113.10; AdsP(Tib.U) ka 86a7~87a4; 

AdsP(Tib.S) ka 97b2~98b2; AdsP(Tib.Pk) ni 58b8~59b2; AdsP(Tib.D) ka 

65a6~66a2; PvsP(Tib.U) ka 129a7~131b2; PvsP(Tib.S) ka 144a2~146b2; 

PvsP(Tib.Pk) nyi 109b5~111a8; PvsP(Tib.D) ka 108b3~110a7

1 + (tra) [v](ij)[ñåna]dhå[t]u .. + + + + + [y]å
72
 b(o)dhisatva˙ nånya[t]ra ca[k≈]u[s]- 

tatha[t]å[y]å bodhisatva˙ yåvan nånyatra manastathatåyå bodhisatva˙ nånyatra 

r∑patathatåyå bodhisatva˙ yåvan nå[n]yatra dharma-

2 (ta)thatåyå bodhisatva˙ nånyatra cak≈urvijñånastathatåyå bodhisatva˙ 

yåvan nånyatra manovijñånadhåtutathatåyå bodhisatva˙ nånyatra 

70　nåjaråmara∫atathatå: Read na jaråmara∫atathatå.
71　ÍsP(Gh) 424.12~455.15; ÍsP(Tib.D) ka 280b2~296b7; Xz(I) 85c29~88c1; 92b21~c4.
72　+ (tra) [v](ij)[ñåna]dhå[t]u .. + + + + + [y]å: Read n nånyatra vijñånadhåtutathatåyå.
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p˚thiv¥dhåtutathatåyå bodhisatva˙ yåvan nånyatra vijñånadhåtu-

3 tathatåyå bodhisatva˙ nånyatråvidyåtathatåyå bodhisatva˙ yåvan nånyatra 

jaråmara∫atathatåyåµ bodhisatva˙ na r∑patathatåyåµ bodhisatva˙ yåvan 

na vijñånadhåtutathatåyåµ bodhisatva˙ na cak≈u-

4 stathatåyåµ bodhisatva˙ yåvan na manastathatåyåµ bodhisatva˙ na 

r∑patathatåyåµ bodhisatva˙ yåvan na dharmatathatåyåµ bodhisatva˙ na 

cak≈urvijñånatathatåyåµ bodhisatva˙ yåvan na manovijñånatathatå-

5 yåµ bodhisatva˙ na p˚thiv¥dhåtutathatåyåµ bodhisatva˙ yåvan na 

vijñånadhåtutathatåyåµ bodhisatva˙ nåvidyåtathatåyåµ bodhisatva˙ yåvan 

na jaråmara∫atathatåyåµ bodhisatva˙ na bodhisatve r∑-

6 patathatå yåvan na bodhisatve vijñånatathatå na bodhisatve cak≈ustathatå • yåvan 

na bodhisatve manastathatå • na bodhisatve r∑patathatå • yåvan na bodhisatve 

dharmatathatå na bodhisatve cak≈urvijñåna-

7 stathatå • yåvan na bodhi<satve> manovijñånatathatå • na bodhisatve 

p˚thiv¥dhåtutathatå yåvan na bodhisatve vijñånadhåtutathatå • na bodhisatve 

avidyåtathatå • yåvan na bodhisatve jaråmara∫a-

8 tathatå • når∑patathato bodhisatva˙ yåvan nåvij(ñ)ånatathato bodhisatva˙ 

nåcak≈ustathato  bodhisatva˙  yåvan  nåmanastathato  bodhisatva˙ 

når∑patathato bodhisatva˙ yåvan nådharmatathato bo[dh]i-

9 satva˙ nåcak≈urvijñånatathato bodhisatva˙ yåvan nåmanovijñånatathato 

bodhisatva˙ nåp˚thiv¥dhåtutathato bodhisatva˙ yåvan nåvijñånadhåtutathato 

bodhisatva˙ nånavidyåtathato bodhisatva˙ yå-

10 van nåjaråmara∫atathato bodhisatva˙ || subh∑tir åha • atyantatayå 

bhagavan bodhisatvo na saµvidyate nopalabhyate • || tat kuto r∑paµ 

bodhisatvo bhavi≈yati • kuto (’)nyatra r∑påd bodhisatvo bhavi-

11 ≈yati • yåvat kuto jaråmara∫aµ bodhisatvo bhavi≈yati • kuto (’)nyatra 

jaråmara∫åd bodhisatvo bhavi≈yati • kuto r∑patathatå bodhisatvo bhavi≈yati • 

kuto (’)nyatra r∑<pa>tathatåyå bodhisatvo bhavi≈yati • yåvat ku-

12  t[o]  jaråmara∫atathatå  bodhisatvo  bhavi≈yati  • kuto ( ’)nyatra 
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jaråmara∫atathatåyå bodhisatvo bhavi≈yati • nedaµ sthånaµ vidyate 

bhagavan åha • sådhu sådhu subh∑te evaµ khalu subh∑te bodhisa-

13 (tv)ena mahåsatvena satvånupa<la>bdhitayå prajñåpåramitånupala-

bdhitåyåµ  ßik≈itavyam* || tat  kiµ  manyase  subh∑te  r∑pasyaitad 

adhivacanaµ bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan [bh]agavå-

Kj

離老・死如相非菩薩」須菩提言「世尊、衆生畢竟不可得、何況當是菩薩。色不

可得、何況色離色、色如離色。如是、菩薩、乃至老・死不可得、何況老・死離

老・死。老・死如離老・死、如是菩薩」佛告須菩提「善哉、善哉、如是。須菩提、

菩薩摩訶薩、衆生不可得故、般若波羅蜜亦不可得。當作是學、於須菩提意云何、

色是菩薩義不」「不也、世尊、

(LPG 48v)
73

 Dhr 164a28~b19; Mo 12b9~14; Kj 232a6~24; Xz(II) 34b17~c18; 

Xz(III) 450c13~451b2; PvsP(K) I-1 141.3~142.1; PvsP(D) 113.10~113.22; 

AdsP(Tib.U) ka 87a4~87b6; AdsP(Tib.S) ka 98b2~99a6; AdsP(Tib.Pk) 

ni 59b2~60a2; AdsP(Tib.D) ka 66a2~b1; PvsP(Tib.U) ka 131b2~133b4; 

PvsP(Tib.S) ka 146b2~149b7; PvsP(Tib.Pk) nyi 111a8~113a4; PvsP(Tib.D) ka 

110a7~112a4

1 (n å)ha • tat kiµ manyase subh∑te vedanåyå˙ saµjñåyå˙ saµskårå∫åµ 

vijñånasyaitad adhivacanaµ bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* 

bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te r∑panityatåyå eta-

2 (d a)dhivacanaµ bodhisatva iti • yåvad vijñånanityatåyå etad adhivacanaµ 

bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan bhagavån åha • tat kiµ manyase 

subh∑te r∑pånityatayå
74

 etad adhivacanaµ bo-

3 dh(i)satva iti • yåvad vijñånånityatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva 

73　ÍsP(Gh) 455.15~461.11; ÍsP(Tib.D) ka 296b7~301b2; Xz(I) 92c4~93a3.
74　r∑pånityatayå: Read r∑pånityatåyå. See Edgerton[1953], 9.45.
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iti • åha • no h¥daµ bhagavan bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te 

r∑pasukhatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti •

4 yåvad vijñånasukhatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti • åha • no h¥daµ 

bhagavan bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te r∑pådu˙khatåyå etad 

adhivacanaµ bodhisatva iti • yåvad vijñå-

5 nadu˙khatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan* 

bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te r∑påtmatåyå etad adhivacanaµ 

bodhisatva iti • yåvad vijñånåtmatåyå

6 etad adhivacanaµ bodhisatva iti • åha • no h¥daµ bhagavan bhagavån åha • 

tat kiµ manyase subh∑te r∑påtmatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti • yåvad 

vijñånåtmatåyå eta-

7 d adhivacanaµ bodhisatva iti • || åha • no h¥daµ bhagavan bhagavån åha 

• tat kiµ manyase subh∑te r∑paßåntatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti • 

yåvad vijñånaßåntatåyå etad adhiva-

8 canaµ bodhisatva iti • || åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ 

manyase subh∑te r∑påßåntatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti • yåvad 

vijñånaßåntatåyå
75

 etad adhivacanaµ bodhi-

9 satva iti • || åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ 

manyase subh∑te r∑paßunyatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti • yåvad 

vijñånaßunyatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti •

10 åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te 

r∑påßunyatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti • yåvad vijñånåßunyatåyå 

etad adhivacanaµ bodhisatva iti • å-

11 ha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te 

r∑pånimittatåyå
76
 etad adhivacanaµ bodhisatva iti • yåvad vijñånanimittatåyå 

etad adhivacanaµ bodhisatva iti •

12 åha • no h¥daµ bhagavan* bhagavån åha • tat kiµ manyase subh∑te 

75　vijñånaßåntatåyå: Read vijñånåßåntatåyå.
76　r∑pånimittatåyå: Read r∑panimittatåyå.
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r∑pånimittatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti yåvad vijñånånimittatåyå 

etad adhivacanaµ bodhisa-

13 (tva i)ti • åha • no h¥daµ bha[ga](va)n* bhagavån åha • (ta)t (k)iµ man(y)ase  

s(u)bh(∑)te r∑papra∫ihitatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti • yåvad 

vijñånapra∫ihitatåyå etad a-

Kj

受・想・行・識是菩薩義不」「不也、世尊」「於須菩提意云何。色常是菩薩義不」

「不也、世尊」「受・想・行・識常是菩薩義不」「不也、世尊」「色無常是菩薩義不」

「不也、世尊」「受・想・行・識無常是菩薩義不」「不也、世尊」「色樂是菩薩義不」

「不也、世尊」「受・想・行・識樂是菩薩義不」「不也、世尊」「色苦是菩薩義不」

「不也、世尊」「受・想・行・識苦是菩薩義不」「不也、世尊」「色我是菩薩義不」

「不也、世尊」「受・想・行・識我是菩薩義不」「不也、世尊」「色非我是菩薩義不」

「不也、世尊」「受・想・行・識非我是菩薩義不」「不也、世尊」「於須菩提意云何。

色空是菩薩義不」「不也、世尊」「受・想・行・識空、是菩薩義不」「不也、世尊」「色

非空是菩薩義不」「不也、世尊」「受・想・行・識非空是菩薩義不」「不也、世尊」

「色相是菩薩義不」「不也、世尊」「受・想・行・識相是菩薩義不」「不也、世尊」「色

無相是菩薩義不」「不也、世尊」「受・想・行・識無相是菩薩義不」「不也、世尊」

「色作是菩薩義不」「不也、世尊」「受・想・行・識作、

(LPG 49r)
77

 Dhr 164b20~c3; Mo 12b14~22; Kj 232a24~b9; Xz(II) 34c18~20, 

41c10~42a9; Xz(III) 451b2~3, 453b15~20; PvsP(K) I-1 142.1~144.2; PvsP(D) 

113.22~114.18; AdsP(Tib.U) ka 87b6~88b2; AdsP(Tib.S) ka 99a6~100a4; 

AdsP(Tib.Pk) ni 60a2~60b5; AdsP(Tib.D) ka 66b1~67a4; PvsP(Tib.U) ka 

133b4~135a7; PvsP(Tib.S) ka 149b7~151a5; PvsP(Tib.Pk) nyi 113a4~114b8; 

PvsP(Tib.D) ka 112a4~114a1

1 (dhivaca)na(µ) [bodhi]s(a)tv(a) i(ti) [• åha • no] h¥daµ bhagavan* [bhagavån 

77　ÍsP(Gh) 460.17~467.8; ÍsP(Tib.D) ka 301b3~306a7; Xz(I) 93a3-6; 129b22~196b6.
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å]ha • tat kiµ manyase subh∑te r∑[p]åpra∫ihitatåyå etad adhivacanaµ 

bodhisatva iti • yåvad vijñånå-

2 pra∫ihitatåyå etad adhivacanaµ bodhisatva iti • || subh∑tir åha • 

(a)tyantatayå bhagava(µ) r∑paµ na saµvidyate nopalabhyate • kuto 

r∑pådhivacanaµ bodhisatvo bhavi≈yati • atyanta-

3 tayå bhagavan vedanå saµjñå saµskarå vijñånaµ na saµvidyate 

nopalabhyate • || [ku]to yåvad vijñånådhivacanaµ bodhisatvo bhavi≈yati • 

atyanta<ta>yå bhagavan nityaµ na saµvidyate nopalabhyate ku-

4  to  r∑panityådhivacanaµ  bodhisatvo  bhavi≈yat i  •  yåvat  kuto 

vijñånanityå(dhi)[vaca]naµ bodhisatvo bhavi≈yati • || atyantatayå 

bhagavann anityaµ na saµvidyate nopalabhyate • kuto r∑pånityådhi-

5 <va>canaµ bodhisatvo bhavi≈yati • yåvat kuto vijñånånityådhivacanaµ 

bo[dhisa]tvo bhavi≈yati • atyantatayå bhagavan sukhaµ na saµvidyate 

nopalabhyate • kuto r∑pasukhådhivacanaµ

6 bodhisatvo bhavi≈yati • yåvat kuto vi(jñå)nasukhådhivacanaµ bodhi- 

[sa]t[v]o bha[vi]≈yati • || atya<nta>tayå bhagavan du˙khaµ na saµvidyate 

nopalabhyate • kuto r∑padu˙khådhivacanaµ bodhisa-

7 tvo bhavi≈yati • yåvat kuto vijñånadu˙khådhivacanaµ bodhisatvo 

bhavi≈yati • atya<nta>tayå bhagavann åtmå na saµvidyate nopalabhyate • 

kuto r∑påtmådhivacanaµ bodhisatvo bhavi≈yati • yå-

8 vat kuto vijñånåtmådhivacanaµ bodhisatvo bhavi≈yati • atyanta[t]ayå 

bhagavan n(ai)råtmyaµ na saµvidyate nopalabhyate • kuto r∑panairåtmyå-

dhivacanaµ bodhisatvo bhavi≈yati • yåvat kuto vijñånanairå-

9 tmyådhivacanaµ bodhisatvo bhavi≈yati • || atyantatayå bhagavaµc 

chåntaµ na saµvidyate nopalabhyate • kuto r∑paßåntådhivacanaµ 

bodhisatvo bhavi≈yati • yåvat kuto vijñånaßåntådhivacanaµ bo-

10 dhisatvo bhavi≈yati • atyantatayå bhagavann aßåntaµ na saµvidyate 

nopalabhyate • kuto r∑p[å]ßåntådhivacanaµ bodhisatvo bhavi≈yati • || yåvat 

kuto vijñånåßåntådhivacanaµ bodhisatvo bhavi-
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11 ≈yati • atyantatayå bhagavan bhåvo na saµvidyate nopalabhyate • kuto 

r∑påßunyådhivacanaµ bodhisatvo bhavi≈yati • yåvat kuto vijñånåßunyå- 

dhivacanaµ bodhisatvo bhavi≈yati • atyantata-

12 yå bhagavaµc chunyaµ na saµvidyate nopalabhyate • kuto r∑paßunyå-

dhivacanaµ bodhisatvo bhavi≈yati • || yåvat kuto vijñånaßunyådhivacanaµ 

bodhisatvo bhavi≈yati • atyantayå bhagavan nimi-

13 ttaµ na saµvidyate nopalabhyate • kuto r∑panimittådhivacanaµ 

bodhisatvo bhavi≈yati • yåvat kuto vijñånanimittådhivacanaµ bodhisatvo 

bhavi≈yati • atyantatayå bhagavann ani-

Kj

是菩薩義不」「不也、世尊」「色無作是菩薩義不」「不也、世尊」「受・想・行・

識無作是菩薩義不」「不也、世尊。乃至老死亦如是」佛告須菩提「汝觀何等義

言色非菩薩義。受・想行・識非菩薩義、乃至色・受・想・行・識無作非菩薩義、

乃至老・死亦如是」須菩提白佛言「世尊、色畢竟不可得、何況色是菩薩義。受・

想・行・識亦如是。世尊、色常畢竟不可得、何況色無常是菩薩義、乃至識亦如是。

世尊、色樂畢竟不可得、何況色苦是菩薩義、乃至識亦如是。世尊、色我畢竟不

可得、何況色非我是菩薩義、乃至識亦如是。世尊、色有畢竟不可得、何況色空

是菩薩義、乃至識亦如是。世尊、色相畢竟不可得、

(LPG 49v)
78

 Dhr 164c4~11; Mo 12b22~27; Kj 232b9~15; Xz(II) 42a6~b9; 

Xz(III) 453b20~c6; PvsP(K) I-1 144.2~145.6; PvsP(D) 114.18~115.1; AdsP(Tib.

U) ka 88b2~89a5; AdsP(Tib.S) ka 100a4~101a2; AdsP(Tib.Pk) ni 60b5~61a3; 

AdsP(Tib.D) ka 67a4~b3; PvsP(Tib.U) ka 135a7~137a2; PvsP(Tib.S) ka 

151a5~152b2; PvsP(Tib.Pk) nyi 114b8~115b7; PvsP(Tib.D) ka 114a1~b7

1 mittaµ na saµvidyate nopalabhyate • kuto r∑pånimittådhivacanaµ 

bodhisatvo bhavi≈yati • || yåvat kuto vijñånånimittådhivacanaµ bodhisatvo 

78　ÍsP(Gh) 466.16~470.8; ÍsP(Tib.D) ka 306a7~308a5; Xz(I) 196b6~199a14.
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bhavi≈yati • atyantatayå bhagavan* pra∫idhå-

2 naµ na saµvidyate nopalabhyate • kuto r∑papra∫idhånådhivacanaµ 

bodhisatvo bhavi≈yati • yåvat kuto vijñånapra∫ihitådhivacanaµ bodhisatvo 

bhavi≈yati • atyantatayå bhagava-

3 nn apra∫ihitaµ na saµvidyate nopalabhyate kuto r∑påpra∫ihitådhivacanaµ 

bodhisatvo bhavi≈yati • yåvat kuto vijñånåpra∫ihitådhivacanaµ bodhisatvo 

bhavi≈yati • || bhgavån åha • sådhu så-

4  dhu  subh∑te  •  evaµ  khalu  subh∑te  bodhisatvena  mahåsatvena 

prajñåpåramitåyåµ caratå r∑pådhivacanam upalabhamånena vedanå saµjñå 

saµskårå vijñånådhivacanam anupalabhamå

5 nena • r∑panityådhivacanam anupalabhamånena • yåvad vijñånanityådhi-

vacanam anupalabhamånena • r∑pånityådhivacanam anupalabhamånena • 

yåvad vijñånånityådhivacanam a-

6 nupalabhamånena • r∑pasukhådhivacanam anupalabhamånena • yåvad 

vijñånasukhådhivacanam anupalabhamånena • r∑padu˙khådhivacanam 

anupalabhamånena • yåvad vijñånadu˙-

7 khådhivacanam anupalabhamånena • r∑påtmådhivacanam anupala-

bhamånena  • yåvad  vijñånåtmådhivacanam  anupalabhamånena  • 

r∑pånåtmådhivacanam anupalabhamånena •

8 yåvad vijñånå<nå>tmådhivacanam anupalabhamånena • r∑paßåntådhi-

vacanam  anupalabhamånena  •  yåvad  vi jñånaßåntådhivacanam 

anupalabhamånena • r∑påßåntådhivacanam anupala-

9 bhamånena • yåvad vijñånaßåntådhivacanam
79

 anupalabhamånena • 

r∑paßunyådhivacanam anupalabhamånena • yåvad vijñånaßunyådhivacanam 

anupalabhamånena • yåvad vijñå-

10 naßunyådhivacanam anupalabhamå[ne]na • r∑påßunyådhivacanam 

anupalabhamånena • yåvad vijñånåßunyådhivacanam anupalabhamånena • 

r∑panimittå[dhi]vacana-

79　vijñånaßåntådhivacanam: Read vijñånåßåntådhivacanam.
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11 m anupalabhamånena • yåvad vijñånanimittådhivacanam anupala-

bhamånena • r∑pånimittådhivacanam anupalabhamånena • yåvad vijñånå-

nimittådhivacanam anupalabhamåne-

12 na • r∑papra∫ihitådhivacanam anupalabhamånena • yåvad vijñåna-

pra∫ihitådhivacanam anupalabhamånena • r∑påpra∫ihitådhivacanam 

anupalabhamånena • yåva-

13 d vijñånåpra∫ihitådhivaca[nam anup]alabhamånena • prajñåpåramitåyåµ 

ßik≈itavyaµ • yat puna˙ subh∑te evaµ vadasi • nåha(µ) taµ{n} dharmaµ 

samanupaßyåmi ya-

Kj

何況色無相是菩薩義、乃至識亦如是。世尊、色作畢竟不可得、何況色無作是菩

薩義、乃至識亦如是」佛告須菩提「善哉、善哉、如是。須菩提、菩薩摩訶薩行

般若波羅蜜、色義不可得、受・想・行・識義不可得、乃至無作義不可得、當作

是學般若波羅蜜。須菩提、汝言『我不見是法

(LPG 50r)
80

 Dhr 164c11~165a1; Mo 12b27~c11; Kj 232b15~c2; Xz(II) 

42b9~c18; Xz(III) 453c6~454a8; PvsP(K) I 145.6~147.5; PvsP(D) 115.1~116.3; 

AdsP(Tib.U) ka 89a5~90a6; AdsP(Tib.S) ka 101a2~102b1; AdsP(Tib.Pk) 

ni 61a3~62a1; AdsP(Tib.D) ka 67b3~68b1; PvsP(Tib.U) ka 137a2~138b3; 

PvsP(Tib.S) ka 152b2~154a4; PvsP(Tib.Pk) nyi 115b8~117a3; PvsP(Tib.D) ka 

114b7~116a4

1 d uta b(o)dhisatva iti • (na subh)∑(te dharmmo dharmmadhå)[t]u(µ)
81
  

samanupaßyati • na dharmadhåtu dharmaµ samanupaßyati • na subh∑te 

r∑padhåtur dharmadhåtuµ samanupaßyati, na dharmadhåt∑ r∑padhå-

2 tuµ samanupaßyati • na vedanådhåtur dharmadhåtuµ samanupaßyati • na 

80　ÍsP(Gh) 470.8~472.11; ÍsP(Tib.D) ka 308a5~310a3; Xz(I) 199a14~c4.
81　(na subh)∑(te dharmmo dharmmadhå)[t]u(µ): ÍsP(Gh): na subh∑te dharmo dharmadhåtuµ, 
PvP(K): na hi subh∑te dharmo dharmadhåtuµ.
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dharmadhåtur vedanådhåtuµ samanupaßyati • na saµjñådhåtur dharmadhåtuµ 

samanupaßyati • || na dharmadhåtu saµjñådhåtuµ

3 samanupaßyati • || na saµskåradhåtur dharmadhåtuµ samanupaßyati • 

<na> dharmadhåtu saµskåradhåtuµ samanupaßyati • na vijñånadhåtur 

dharmadhåtuµ samanupaßyati • na dharmadhåtur vijñånadhåtuµ sama-

4 nupaßyati • na cak≈urdhåtur dharmadhåtuµ samanupaßyati • || na 

dharmadhåtuß cak≈urdhåtuµ samanupaßyati • yåvan na manodhåtur 

dharmadhåtuµ  samanupaßyati  •  na  dharmadhåtur  manodhåtuµ 

samanupaßya-

5 ti • na subh∑te saµsk˚tadhåtur asaµsk˚tadhåtuµ samanupaßyati • 

nåsaµsk˚tadhåtur asaµsk˚tadhåtuµ samanupaßyati • na ca saµsk˚tadhåtuvya-

tirekenåsaµsk˚taµ ßakyaµ prajñapayi-

6 tum* nåsaµsk˚tavyatireke∫a ßakyaµ saµsk˚tadhåtu˙ prajñapayitum* || 

evaµ khalu subh∑te bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran na 

kaµcid dharmaµ samanupaßya-

7 ti • asamanupaßyan no trasati na saµtrasati na saµtråsam åpadyate • na 

cåsya kvacid dharme cittanåval¥yate
82

 • na vipratisår¥ bhavati månasaµ tat 

kasya

8 heto{˙}s tathå hi subh∑te bodhisatvo mahåsatvo r∑paµ na samanupaßyati • 

vedanåµ saµjñåµ saµskårå vijñånaµ na samanupaßyati • cak≈ur na 

samanupaßyati • ßrotraµ ghrå∫aµ

9 jihvåµ kåyaµ mano na samanupaßyati • || r∑pån na samanupaßyati • 

ßabdagandharasasparßadharmån  na  samanupaßyati  • || rågaµ  na 

samanupaßyati • do≈aµ na samanu-

10 paßyati • mohan na samanupaßyati • avidyån na samanupaßyati • yåvaj 

jaråmara∫aµ na samanupaßyati • åtmånaµ na samanupaßyati • yåvaj 

jånakaµ paßyakaµ na sama-

82　kvacid dharme cittanåval¥yate: Read kvacid dharme cittan aval¥yate? ÍsP(Gh): kasmiµßcid 
dharmme cittam aval¥yate, PvP(K): kvacid dharmacittam aval¥yate.
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11 nupaßyati • kåmadhåtuµ na samanupaßyati • || r∑padhåtuµ na 

samanupaßyati • år∑pyadhåtuµ na samanupaßyati • ßråvakacittaµ na 

samanupaßyati • pratyekabu-

12 ddhacittaµ na samanupaßyati • bodhicittaµ na samanupaßyati • ßråvakan 

na samanupaßyati • pratyekabuddhan na samanupaßyati • || bodhisatvaµ na 

samanupaßyati •

13 bodhisatvaµ na samanupaßyati • bodhisatvadharmån na samanupaßyati • 

budhan na samanupaßyati • || buddhadharmån na samanupaßyati • bodhin na 

samanupaßyati • yåva-

Kj

名菩薩』須菩提、諸法不見諸法。諸法不見法性、法性不見諸法、法性不見地種、

地種不見法性、乃至識種不見法性、法性不見識種、法性不見眼色眼識性、眼・色・

眼識性不見法性、乃至法性不見意法意識性、意・法・意識性不見法性。須菩提、

有爲性不見無爲性、無爲性不見有爲性。何以故、離有爲不可説無爲、離無爲不

可説有爲。如是、須菩提、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、於諸法無所見、是時不驚、

不畏、不怖、心亦不沒、不悔。何以故。是菩薩摩訶薩不見色・受・想・行・識故、

不見眼乃至意、不見色乃至法、不見婬・怒・癡、不見無明乃至老・死、不見我

乃至知者・見者、不見欲界・色界・無色界、不見聲聞心・辟支佛心、不見菩薩、

不見菩薩法、不見佛、不見佛法、不見佛道。

(LPG 50v)
83
 Dhr 165a1~b1; Mo 12c11~24; Kj 232c2~233a1; Xz(II) 42c18~43b8; 

Xz(III) 454a8~23 , 454c5~455a15; PvsP(K) I 147 .5~148 .33; PvsP(D) 

116.3~117.3; AdsP(Tib.U) ka 90a6~91b2; AdsP(Tib.S) ka 102b1~104a2; 

AdsP(Tib.Pk) ni 62a1~63a1; AdsP(Tib.D) ka 68b1~69b1; PvsP(Tib.U) ka 

138b3~139b8; PvsP(Tib.S) ka 154a4~155b7; PvsP(Tib.Pk) nyi 117a3~118a8; 

PvsP(Tib.D) ka 116a4~117b1

83　ÍsP(Gh) 472.11~477.1; ÍsP(Tib.D) ka 310a3~312b4; Xz(I) 199c4~200a16. 



（136）

1 t sarvadharmån na samanupaßyati • sa sarvadharmån na samanupaßyan 

no trasati na saµtrasati na saµtråsam åpadyat(e) • åha • kena kåra∫ena 

bhagavan bodhisatvasya [mahå]satvasya prajñå-

2 påramitåyåµ carataß cittaµ nåval¥yate • bhagavån åha • tathå hi 

subh∑te bodhisatvo mahåsatvaß cittacaitasikå dharmån nopalabhate nna 

samanupaßyati • || evaµ khalu subh∑te bodhi-

3 satvasya mahåsatvasya prajñåpåramitåyåµ carataß ci<t>taµ nåval¥yate na 

saµl¥yate • åha • kathaµ bhagavan* bodhisatvasya mahåsatvasya mano na 

saµtråsam åpadyate • bhagavå-

4 n åha • tathå hi subh∑te bodhisatvo mahåsatvo manaß ca manodhåtuµ 

nopalabhate na samanupaßyati • || evaµ khalu subh∑te bodhisatvasya 

mahåsatvasya mano na saµtråsam åpadyate •

5 evaµ hi subh∑te bodhisatvena mahåsatvena sarvadharmånupalabdhå 

prajñåpåramitåyåµ caritavyam* || sacet subh∑te bodhisatvo mahåsatva˙ 

prajñåpåramitåyåµ cara(µ)s tåµ prajñåpårami-

6 tå<µ> nopalabhate • taµ ca bodhisatva<µ> taµ ca bodhisatvanåman 

nopalabhate • tac ca bodhicittaµ nopalabhate • || e≈aiva bodhisatvasya 

mahåsatvasyåvavådånußåsan¥ || ◎ ||

7 prajñåpåramitåyåµ dvit¥ya˙ parivarta˙
84

 || athåyu≈mån subh∑tir 

bhagavantam etad avocat* dånapåramitåµ bhagavan parip∑rayitukåmena 

bodhisatvena mahåsatvena pra-

8 jñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* || evaµ ß¥lapåramitåµ k≈åntipåramitåµ 

v¥ryapåramitåµ dhyånapåramitåµ prajñåpåramitåµ parip∑rayitukåmena 

bodhisatvena

9 mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* || r∑paµ bhagavan 

parijñåtukåmena  bodhisatvena  mahåsatvena  prajñåpåramitåyåµ 

ßik≈itavyam* || vedanåµ saµjñå saµskårån vi-

84　prajñåpåramitåyåµ dvit¥ya˙ parivarta˙: ÍsP(Gh): ßatasåhasasryå˙ pråjñåpåramitåyå dvit¥ya˙ 
parivartta˙.
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10 jñånaµ parijñåtukåmena bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ 

ßik≈itavyam* || cak≈ur bhagavan parijñåtukåmena bodhisatvena mahåsatvena 

prajñåpåramitåyåµ ßik≈ita-

11 vyam* || ßrotraµ ghrå∫aµ jihvåµ kåyaµ mana˙ parijñåtukåmena 

prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* r∑paµ parijñåtukåmena bodhisatvena 

mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* ||

12 yåvad dharmå parijñåtukåmena prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* || 

cak≈urvijñånaµ parijñåtukåmena bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ 

ßik≈itavyam* || yåvan manovijñå-

13 naµ parijñåtukåmena bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ 

ß i k ≈ i t a vyam *  | |  c ak ≈u˙ saµspa r ß aµ  pa r i j ñ å t ukåmena  yåvan 

mana˙saµsparßaµ parijñåtukåmena

14 (b)o(dhisatv)e(na mahåsatvena prajñ)åpåramitåyåµ
85

 ßik≈itavyam* || 

cak≈u˙saµsparßajåµ vedanåµ parijñåtukåmena yåvan mana˙saµsparßajåµ 

vedanåµ parijñåtukåme-

Kj

是菩薩一切法不見故、不驚、不畏、不怖、不沒、不悔」須菩提白佛言「世尊、

何因縁故、是菩薩心不沒、不悔」佛告須菩提「菩薩摩訶薩一切心、心數法不可得、

不可見。以是故、菩薩摩訶薩心不沒、不悔」「世尊、云何菩薩心不驚、不畏、不怖」

佛告須菩提「是菩薩意及意識不可得、不可見。以是故、不驚、不畏、不怖。如是、

須菩提、菩薩摩訶薩一切法不可得、故應行般若波羅蜜。須菩提、菩薩摩訶薩一

切行處、不得般若波羅蜜、不得菩薩、不得菩薩名、亦不得菩薩心、即是教菩薩

摩訶薩」

摩訶般若經卷第二

摩訶般若波羅蜜經卷第三

勸學品第八

85　(b)o(dhisatv)e(na mahåsatvena prajñ)åpåramitåyåµ: ÍsP(Gh), PvsP(K): bodhisatvena 
mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ.
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爾時須菩提白佛言「世尊、菩薩摩訶薩欲具足檀那波羅蜜、當學般若波羅蜜。欲

具足尸羅波羅蜜・羼提波羅蜜・毘梨耶波羅蜜・禪那波羅蜜・般若波羅蜜、當學

般若波羅蜜。菩薩摩訶薩欲知色、當學般若波羅蜜。乃至欲知識、當學般若波羅蜜、

欲知眼乃至意、欲知色乃至法、欲知眼識乃至意識、欲知眼觸乃至意觸、欲知眼

觸因縁生受乃至意觸因縁生受、

(LPG 51r)
86

 Dhr 165b1~c3; Mo 12c25~13a8; Kj 233a1~18; Xz(II) 43b8~c13; 

Xz(III) 455a15~b17; PvsP(K) I 148.33~149.29; PvsP(D) 117.3~118.3; AdsP(Tib.

U) ka 91b2~93a1; AdsP(Tib.S) ka 104a2~105b5; AdsP(Tib.Pk) ni 63a1~64a4; 

AdsP(Tib.D) ka 69b1, 69b3~70b2; PvsP(Tib.U) ka 139b8~143a4; PvsP(Tib.

S) ka 155b7~159a5; PvsP(Tib.Pk) nyi 118a8~120a8; PvsP(Tib.D) ka 117b1, 

117b3~120a1; IOL San 1492/07 r1~v3

1 na [b](odh)[i](satvena mahåsat)[v](e)na [p]ra(jñåpåramitåyåµ) ß(i)k≈(i)-

tavyam*
87

 || rågadv(e)≈amohån prahåtukåmena bodhisatvena mahåsatvena 

prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* satkåyad˚≈†iµ prahåtukå-

2 mena vicikitsåµ ß¥labrataparåmarßaµ
88

 kåmarågavyåpådaµ prahåtu-

kåmena  •  kåmarågaµ  r∑parågam  år∑pyarågaµ  parijñåtukåmena 

saµyojanånußayaparyutthånåni prahåtukå-

3 mena bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* || catura 

åhårån parijñåtukåmena bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ 

ßik≈itavyam* || yåvac caturo

4 yogaµß catura oghåµß caturo granthåµß catvåry upådånåni • caturo 

viparyåsån prahåtukåmena bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ 

ßik≈itavyam* || daßåkußalåµ ka-

5 rmapathån prahåtukåmena bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ 

86　ÍsP(Gh) 477.1~484.10; ÍsP(Tib.D) ka 312b4~5, 312b6~318b4; Xz(I) 200a16~c1.
87　[b](odh)[i](satvena mahåsat)[v](e)na [p]ra(jñåpåramitåyåµ) ß(i)k≈(i)tavyam*: PvsP(K): 
bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyaµ.
88　ß¥labrataparåmarßaµ: Read ß¥lavrataparåmarßaµ.
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ßik≈itavyam* || daßakußalån karmapathån parip∑rayitukåmena bodhisatvena 

mahåsatvena prajñåpårami-

6  tåyåµ  ßik≈itavyam* ||  catvåri  dhyånåni  parip∑rayitukåmena 

prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* || evaµ catvåry apramå∫åni catasra 

år∑pyasamåpatt¥ catvåry asm˚tyupasthånåni yå-

7 vad åryå≈†åµgaµ mårgaµ daßatathågatabalåni yåvad a≈†ådaßåve∫ikån 

buddhadharmån  par i jñå tukåmena  bodh i sa tvena  mahåsatvena 

prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyaµ • || bodhyaµgasamå-

8 dhiµ samåpatukåmena bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ 

ßik≈itavyam* yatra prathamaddhyånå nirodha˙
89

 samåpadyate • nirodhå 

dvit¥yaµ dhyånaµ samåpadyate • evaµ yåva-

9  d  naivasaµjñånåsaµjñåyatanaµ  samåpadyate  naivasaµjñånå-

saµjñåyåtanåd vyutthåya nirodha˙ samåpadyata iti • || siµhavikr¥∂itaµ 

samådhiµ samåpattukåmena bodhisatvena mahåsa-

10 tvena prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* || siµhavij˚µbhitaµ samådhiµ 

samåpattukåmena  bodhisatvena  mahåsatvena  prajñåpåramitåyåµ 

ßik≈itavyam* || yåvat sarvasamådhimukhadhå-

11  ra∫¥mukhåni  prati labdhukåmena  bodhisatvena  mahåsatvena 

prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* || ß∑raµgamaµ samådhiµ ratnamudråµ 

samådhiµ candraprabhaµ samådhiµ candradhvajaketuµ sa-

12 mådhiµ sarvadharmamudrågataµ samådhiµ avalokitamudråµ samådhiµ 

dharmadhåtuniyataµ samådhiµ niyatadhvajaketuµ samådhiµ • vajropamaµ 

samådhiµ sarvadharmapraveßamukhaµ samå-

13 dhiµ samådhiråjaµ samådhim* råjamudråµ samådhiµ • valavy∑haµ 

samådhiµ • samudgataµ samådhim* • sarvadharmaniruktiniyatapraveßaµ 

samådhiµ • sarvadharmajñånådhivåsanapraveßaµ

Kj

89　prathamaddhyånå nirodha˙: ÍsP(Gh): prathamadhyånanirodha˙.
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當學般若波羅蜜。欲斷婬・怒・癡、當學般若波羅蜜。菩薩摩訶薩欲斷身見・戒取・疑・

婬欲・瞋恚・色愛・無色愛、調慢・無明等一切結使及纒、當學般若波羅蜜。欲

斷四縛・四結・四顛倒、當學般若波羅蜜、欲知十善道、欲知四禪、欲知四無量心・

四無色定・四念處乃至十八不共法、當學般若波羅蜜。菩薩摩訶薩欲入覺意三昧、

當學般若波羅蜜。欲入六神通、九次第定、超越三昧、當學般若波羅蜜。欲得師

子遊戲三昧、當學般若波羅蜜。欲得師子奮迅三昧、欲得一切陀羅尼門、當學般

若波羅蜜。菩薩摩訶薩欲得首楞嚴三昧・寶印三昧・妙月三昧・月幢相三昧・一

切法印三昧・觀印三昧・畢法性三昧・畢住相三昧・如金剛三昧・入一切法門三昧・

三昧王三昧・王印三昧・淨力三昧・高出三昧・必入一切辯才三昧・入諸法名

(LPG 51v)
90

 Dhr 165c3~166a8; Mo 13a8~27; Kj 233a18~b9; Xz(II) 

43c13~44a13; Xz(III) 455b17~c18; PvsP(K) I 149 .29~151 .5; PvsP(D) 

118.3~119.16; AdsP(Tib.U) ka 93a1~94a7; AdsP(Tib.S) ka 105b5~107a4; 

AdsP(Tib.Pk) ni 64a4~65a5; AdsP(Tib.D) ka 70b2~71b2; PvsP(Tib.U) ka 

143a4~144b3; PvsP(Tib.S) ka 159a5~160b7; PvsP(Tib.Pk) nyi 120a8~122a4; 

PvsP(Tib.D) ka 120a1~121a4; IOL San 1492/07 v3~6

1 samådhim* daßadigvyavalokitaµ samådim*  sarvadharmamukhamudråµ 

samådhim* sarvadharmåsaµpramo[≈]aµ samådhiµ • sarvadharma-

samavasara[∫å](kå)ramudraµ sa[må]-

2 dhiµ • åkåßasthånasthitaµ samådhim* trima∫∂alaparißuddhaµ samådhim* 

acyutåbhijñaµ samådhim*  påtragata(µ) samådhim* dhvajågrakey∑raµ 

samådhim* sarvakleßanirdahanaµ samådhim* catu-

3  rmåraba l an i r åka ra∫aµ  s amådh im *  j ñ åno l k åµ  s amådh im * 

daßabalabalodgataµ samådhim* åkåßåsaµgavimuktinir∑palepaµ samådhim* 

etåni cånyåni ca samådhimukhåni pratila-

4 bdhukåmena bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* || 

punar aparaµ bhagavan bodhisatvena mahåsatvena sarvasatvånåm abhipråyån* 

90　ÍsP(Gh) 484.10~487.16; ÍsP(Tib.D) ka 318b4~321b2; Xz(I) 200c1~22.
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parip∑rayitukåmena prajñå[på]-

5 ramitåyåµ ßik≈itavyam* || punar aparaµ bhagavan bodhisatvena 

mahåsatvena sarvakußalam∑låni parip∑rayati yai˙ kußalam∑lai˙ parip∑r∫air 

nåpåye≈u patati na ca h¥na-

6 kule≈∑papadyate • na ca ßråvakabh∑mau na pratyekabuddhabh∑mau ti≈†hati 

• na ca bodhisatvam∑rdhåmaµ patati • || athåyu≈måc chåradvat¥putra 

åyu≈mantaµ subh∑tiµ etad avocat* katham å-

7 yu≈man subh∑te bodhisatvo mahåsatvo m∑rdhåmaµ patati • || evam ukte 

åyu≈mån subh∑tir åyu≈mantaµ ßåradvat¥putram etad avocat* yad åyu≈maµc 

chåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙

8  anupåyakaußalena  ≈a†su  påramitåsu  caraµty  anupåyakaußalena 

ßunyatånimittåpra∫ihitån samådh¥n ågamya naiva ßråvakabh∑mau na 

pratyekabuddhabh∑mau patati naiva [bo]-

9 dhisatvanyåmam åkramaty ayam ucyate bodhisatvasya mahåsatvasyåma˙ 

åha • kena kåra∫enåyu≈man subh∑te ayaµ bodhisatvasya mahåsatvasyåma 

subh∑tir åha • åma ity å-

10 yu≈maµc chåradvat¥putrocyate bodhisatvasya mahåsatvasya yad uta 

dharmat˚≈∫å˙ åha • katamåyu≈man subh∑te dharmat˚≈∫å subh∑tir åha • 

ihåyu≈maµc chåradvat¥putra bodhisatvo

11 mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran r∑paµ ß[u]nyam ity abhinivißate 

(’)dhiti≈†hati saµjånåti vedanåµ samjñå saµskårå vijñånaµ ßunyam ity 

abhinivißate (’)dhiti≈†hati saµjånåti • iya-

12 [m] ucyate [å]yu≈maµc chåradvat¥putra bodhisatvasyå
91

  mahåsatvasyå-

nulomik¥ dharmat˚≈∫å åma˙ || punar aparam åyu≈maµc chåradvat¥putra 

bodhisatvo mahåsatvo r∑pam anityam ity a- 

13 bhinivißate (’dh)i(t)i(≈†ha)[t]i saµjånå[t]i • vedanåµ saµjñå saµskårå 

vijñåna{µ}m anityam ity abhinivißate (’)dhiti≈†hati saµjånåti • evaµ [r∑]paµ 

91　bodhisatvasyå: Read bodhisatvasya. ÍsP(Gh): bodhisatvasya.
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du˙kham iti • yåvad vijñånaµ du˙kham iti • r∑pam anå-
92

  

14 /// (y)[å][v](ad v)i(jñ)ånam a[n]åtmeti r∑paµ ßåntam iti yåvad vijñånaµ 

ßåntam iti • r∑paµ ßunyam iti yåvad vijñånaµ ßunyam iti • r∑pam ånimi- 

Kj

三昧・觀十方三昧・諸陀羅尼門印三昧・一切法不忘三昧・攝一切法聚印三昧・

虚空住三昧・三分清淨三昧・不退神通三昧・出鉢三昧・諸三昧幢相三昧・欲得

如是等諸三昧門、當學般若波羅蜜。復次、世尊、菩薩摩訶薩欲滿一切衆生願、

當學般若波羅蜜、欲得具足如是善根、常不墮惡趣、欲得不生卑賤之家、欲得不

住聲聞・辟支佛地中。欲得不墮菩薩頂者、當學般若波羅蜜」爾時、慧命舍利弗

問須菩提「云何爲菩薩摩訶薩墮頂」須菩提言「舍利弗、若菩薩摩訶薩不以方便

行六波羅蜜、入空・無相・無作三昧、不墮聲聞・辟支佛地、亦不入菩薩位、是

名菩薩摩訶薩法生故、墮頂」舍利弗問須菩提「云何名菩薩生」須菩提答舍利弗

言「生名法愛」舍利弗言「何等法愛」須菩提言「菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、色

是空受念著、受・想・行・識是空受念著。舍利弗、是名菩薩摩訶薩順道法愛生。

復次、舍利弗、菩薩摩訶薩色是無相受念著、受・想・行・識、是無相受念著。

(LPG 52r)
93
 Dhr 166a8~b4; Mo 13a27~b14; Kj 233b9~c6; Xz(II) 44a13~44b19; 

Xz(III) 455c18~456a23; PvsP(K) I 151.5~152.23; PvsP(D) 119.16~121.1; 

AdsP(Tib.U) ka 94a7~95a8; AdsP(Tib.S) ka 107a4~108b4; AdsP(Tib.Pk) 

ni 65a5~66a3; AdsP(Tib.D) ka 71b2~72a7; PvsP(Tib.U) ka 144b4~146a3; 

PvsP(Tib.S) ka 160b7~162a7; PvsP(Tib.Pk) nyi 122a4~123a6; PvsP(Tib.D) ka 

121a4~122a6

1 (ttam iti yåva)[d v](i)[jñå](nam ånimittam i)ti
94
 • r∑pam apra(∫ihitam i)t(i)

95
  

[y](åvad) v(i)jñåna(m apra∫i)hitam iti • abhinivißate (’)dhiti≈†hati saµjånåti • 

92　r∑pam anå-: ÍsP(Gh): r∑pam anåtmeti.
93　ÍsP(Gh) 487.16~490.1; ÍsP(Tib.D) ka 321b2~323a1; Xz(I) 200c22~201b11.
94　(ttam iti yåva)[d v](i)[jñå](nam ånimittam i)ti: ÍsP(Gh): (r∑pam ånimi)ttam ity.
95　r∑pam apra(∫ihitam i)t(i): PvsP(K): apra∫ihitam iti, ÍsP(Gh): r∑pam apra∫ihitam ity.
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iyam ucyate åyu≈maµc chåradvat¥putra bodhisatvasya 

2 (mahå)satvasyånulomik¥ dharmat˚≈∫å åma˙ || idaµ r∑paµ prahåtavyam iti • 

yåvad idaµ vijñånaµ prahåtavyam anena r∑paµ prahåtavyam iti • yåvad 

anena vijñånaµ prahåtavyam iti • || idaµ du˙khaµ pa-

3 r(i)jñeyam anena du˙khaµ parijñeyaµ ayaµ samudaya˙ prahåtavyo (’)nena 

samudaya˙ prahåtavya˙ ayaµ nirodha˙ såk≈åtkartavyo (’)nena nirodha˙ 

såk≈åtkartavya˙ ayaµ mårgo bhåvayitavyo (’)nena mårgo

4 bhåvayitavya˙ ayaµ saµkleßa idaµ vyavadånam iti • || ime dharmå˙ 

sevitavyå ime dharmå na sevitavyå iha bodhisatvena caritavyam i«ti»
96

 na 

caritavyaµ : ayaµ bodhisatvasya mårgo (’)yan na mårga˙ iyaµ bo-

5 dhisatvasya ßik≈å iyam aßik≈å iyaµ bodhisatvasya dånapåramitå iyaµ na 

dånapåramitå • yåvad iyaµ prajñåpåramitå iyaµ na prajñåpåramitå • idaµ 

bodhisatvasyopåyakaußalam ida-

6 m anupåyakußalam* ayaµ bodhisatvasya nyåma • ayaµ bodhisatvasyåma˙ 

sacec chåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ carann 

imån dharmån evam abhinivißate (’)dhiti≈†ha-

7 ti saµjånåti • || iyaµ bodhisatvasya mahåsatvasyånulomik¥ dharmat˚≈∫å 

åma˙ || åha • katama åyu≈man subh∑te bodhisatvasya mahåsatvasya nyåma˙ 

subh∑tir åha • ihåyu-

8 ≈mac chåradvat¥putra bodhisatvo mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ 

caran nådhyåtmaßunyatayå bahirdhåßunyatåyåµ samanupaßyati • na 

bahirdhåßunyatayåm addhyåtmaßunyatåµ samanupaßyati • nådhyå-

9  tmabahirdhåßunyatayåµ  ßunyatåßunyatåµ  samanupaßyati  • na 

ßunyatåßunyatåyåm adhyåtmabahirdhåßunyatåµ samanupaßyati • na 

ßunyatåßunyatåyåµ mahåßunyatåµ samanupaßyati • na mahåßu-

10 nyatåyåµ ßunyatåßunyatåµ samanupaßyati • || na mahåßunyatåyåµ 

paramårthaßunyatåµ  samanupaßyati  • na  paramårthaßunyatåyåµ 

96　i«ti»: Read i«ha». PvsP(K): iha caritavyam iha na caritavyam, ÍsP(Gh): iha bodhisattvena 
mahåsattvena caritavyam iha na caritavyam iti.
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mahåßunyatåµ samanupaßyati • na paramårthaßunyatå-

11 yåµ saµsk˚taßunyatåµ samanupaßyati • || na saµsk˚taßunyatåyåµ 

paramår thaßunya tåµ  samanupaßya t i  •  na  saµsk˚ ta ßunyam
9 7

  

asaµsk˚taßunyatåµ samanupaßyati • nåsaµsk˚taßunyatåyå saµsk˚-

12  { t a ßunya tåµ  samanupaßya t i  •  na  paramår thaßunya tåyåµ 

saµsk˚taßunyatåµ  samanupaßyati  •  ||  na  saµsk˚taßunyatåyåµ 

paramårthaßunyatåµ samanupaßyati • na saµsk˚taßunyam asaµsk˚-

13 taßunyatåµ samanupaßyati • nåsaµsk˚taßunyatåyå saµsk˚}taßunyatåµ 

samanupaßyati  • || nåsaµsk˚taßunyatåyåm  anavarågraßunyatåµ 

samanupaßyati • nånavarågraßunyatåyåm a-

14  saµsk˚taßunyatåµ  samanupaßyati  •  nånavarågraßunyatåyåm 

avakå ra ßunya t åµ  s amanupa ßya t i  •  | |  nåvakå ra ßunya t åyåm 

avarågraßunyatåµ samanupaßyati • nånavakåraßunyatåyåµ

Kj

色是無作受念著、受・想・行・識是無作受念著。色是寂滅受念著、受・想・行・

識是寂滅受念著。色是無常乃至識、色是苦乃至識、色是無我乃至識受念著。是

爲菩薩順道法愛生、是苦應知、集應斷、盡應證、道應修、是垢法、是淨法、如

應近、是不應近、是菩薩所應行、是非菩薩所應行、是菩薩道、是非菩薩道、是

菩薩學、是非菩薩學、是菩薩檀那波羅蜜乃至般若波羅蜜、是非菩薩檀那波羅蜜

乃至般若波羅蜜、是菩薩方便、是非菩薩方便、是菩薩熟、是非菩薩熟。舍利弗、

菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、是諸法受念著、是爲菩薩摩訶薩順道法愛生」舍利弗

問須菩提「云何名菩薩摩訶薩無生」須菩提言「菩薩摩訶薩行般若波羅蜜時，内

空中不見外空、外空中不見内空、外空中不見内外空、内外空中不見外空、内外

空中不見空空、空空中不見内外空、空空中不見大空、大空中不見空空、大空中

不見第一義空、第一義空中不見大空、第一義空中不見有爲空、有爲空中不見第

一義空、有爲空中不見無爲空、無爲空中不見有爲空、無爲空竟空中不見無始空、

無始空中不見畢竟空、無始空中不見散空、散空中不見無始空、散空中不

97　saµsk˚taßunyam: Read saµsk˚taßunyatåyåm. ÍsP(Gh): saµsk˚taß∑nyatåyåm.
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(LPG 52v)
98

 Dhr 166b4~c4; Mo 13b14~c3; Kj 233c6~29; Xz(I) 44b19~45a2; 

Xz(II) 456a23~c6; PvsP(K) I 152.24~154.7; PvsP(D) 121.1~122.5; AdsP(Tib.

U) ka 95a8~96b4; AdsP(Tib.S) ka 108b4~110a4; AdsP(Tib.Pk) ni 66a3~67a4; 

AdsP(Tib.D) ka 72a7~73a7; PvsP(Tib.U) ka 146a3~148a7; PvsP(Tib.S) ka 

162a7~164b7; PvsP(Tib.Pk) nyi 123a6~125a3; PvsP(Tib.D) ka 122a6~124a5; 

IOL San 1492/08 r1~v6

1 prak˚tißunyatåµ samanupaßyati • na prak˚tißunyatåyåm avakåraßunyatåµ 

samanupaßyati • na  prak˚t(iß)u(n)y(atåyåµ) svalak≈a∫aßunyatåµ 

samanupaßyati • na svalak≈a∫aßunya-

2 tåyåµ prak˚tißunyatåµ samanupaßyati • na svalak≈a∫aßunyatåyåµ 

sarvadharmaßunyatåµ samanupaßyati • na sarvadharmaßunyatåyåµ 

svalak≈a∫aßunyatåµ samanupaßyati • na sarvadha-

3 rmaßunyatåyåµ svalak≈a∫aßunyatåµ samanupaßyati • na sarvadharma-

ßunyatåyå{µ}m abhåvasvabhåvaßunyatåµ samanupaßyati • nåbhåva-

svabhåvaßunyatåyåµ sarvadharmaßunyatåµ sama-

4 nupaßyati • || evaµ khalv åyu≈maµc chåradvat¥putra bodhisatvo 

mahåsatva˙ prajñåpåramitåyåµ caran bodhisatvanyåmam avakråmati • || 

punar aparam åyu≈maµc chåradvat¥putra bodhisatve-

5 na mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ carataivaµ ßik≈itavyam* yathå 

ßik≈amå∫ena r∑paµ jñåtavyam* tena ca r∑pe∫a na mantavyam* vedanå 

saµjñå saµskårå vijñånaµ jñåtavyaµ tayå ca vedana-

6 yå saµjñayå taiß ca saµskårais tena ca vijñånena na mantavyam* cak≈ur 

jñåtavyam* tena ca cak≈u≈å na mantavyam* yåvan mano jñåtavyaµ tena ca 

manaså na mantavyam* r∑paµ jñåtavyaµ tena ca r∑pe-

7 ∫a  na  mantavyam* yåvad  dharmå  jñåtavyå  taiß  ca  dharmair  na 

mantavyam* dånapåramitå jñåtavyå tayå ca dånapåramitayå na mantavyam* 

98　ÍsP(Gh) 490.2~495.13; ÍsP(Tib.D) ka 323a2~326b1; Xz(I) 201b11~202a21.
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yåvat prajñåpåramitå jñåtavyå tayå ca prajñåpårami-

8 tayå na mantavyam* || abhijñå jñåtavyås tåbhi {jñå} (’)bhijñåbhir na 

mantavyam*
99

 || na ca cak≈∑µsi jñåtavyåni tåbhiß ca paµcabhiß cak≈ubhir na 

mantavyam* sm˚tyupasthånåni jñåtavyåni • taiß ca sm˚tyupasthånair na

9 mantavyam* yåvad a≈†ådaßåve∫ikå buddhadharmå jñåtavyå na ca tair 

a≈†ådaßabhir åve∫ikair buddhadharmair ma<n>tavyaµ || evaµ khalv 

åyu≈maµc chåradvat¥putra bodhisatvena mahåsatvena prajñåpå-

10 ramitåyåµ caratå tena bodhicittena mantavyam asamasamacitteno-

dåracittena na mantavyam* tat kasya heto˙ tathå hi ta<c> cittam acittam* 

prak˚ticittasya prabhåsvarå˙ åha • kå pu-

11 nar åyu≈man subh∑te cittasya prak˚tiprabhåsvaratå˙ subh∑tir åha • yad 

åyu≈maµc chåradvat¥putra cittaµ na råge∫a saµyuktaµ na visaµyuktaµ • 

na do≈e∫a na mohena saµyuktaµ na visaµ-

12 (yukta)m*
100

 || na par[yutth]ånair nåvara∫air na n¥vara∫air nånußayair 

na saµyojanair na <d˚>≈†ik˚tair
101

 na ßråvakapratyekabuddhacittai •
102

  

saµyuktaµ na visaµyuktaµ • iyam åyu≈maµc chåradvat¥putra bo-

13 (dhisatvasya mahåsatvasya cittasya prak˚)tiprabhås[varatå]
103

 • [å]ha • kiµ 

punar åyu≈maµ subh∑te asti ta<c> cittaµ ya<c> cittam acittam* subh∑tir åha • 

kiµ punar åyu≈manc　chåradvat¥putra yå aci-

Kj

見性空、性空中不見散空、性空中不見諸法空、諸法空中不見性空，諸法空中不

見自相空、自相空中不見諸法空、自相空中不見不可得空、不可得空中不見自相

空、不可得空中不見無法空、無法空中不見不可得空、無法空中不見有法空、有

99　abhijñå jñåtavyås tåbhi {jñå} (’)bhijñåbhir na mantavyam*: ÍsP(Gh): abhijñå˙ jñåtavyås 
tåbhiß cåbhijñåbhir na mantavyaµ.
100　(yukta)m*: PvsP(K): (visaµ)yuktaµ.
101　na <d˚>≈†ik˚tair: PvsP(K): na d˚≈†ik˚tai˙.
102　ßråvakapratyekabuddhacittai •: Read ßråvakapratyekabuddhacittai˙.
103　(dhisatvasya mahåsatvasya cittasya prak˚)ti prabhås[varatå]: ÍsP(Gh): (bo)dhisattvasya 
mahåsattvasya cittasya prak˚tiprabhåsvaratå.
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法空中不見無法空、有法空中不見無法有法空、無法有法空中不見有法空。舍利

弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、得入菩薩位。復次、舍利弗、菩薩摩訶薩欲學般

若波羅蜜、應如是學。不念色・受・想・行・識、不念眼乃至意、不念色乃至法、

不念檀那波羅蜜・尸羅波羅蜜・羼提波羅蜜・毘梨耶波羅蜜・禪那波羅蜜・般若

波羅蜜、乃至十八不共法。如是、舍利弗、菩薩摩訶薩行般若波羅蜜、得是心不

應念不應高、無等等心不應念不應高、大心不應念不應高。何以故。是心・非心、

心相常淨故」舍利弗語須菩提「云何名心相常淨」須菩提言「若菩薩知是心相、

與婬・怒・癡不合、不離。諸纒・流・縛若諸結使、一切煩惱不合、不離。聲聞・

辟支佛心不合、不離。舍利弗、是名菩薩心相常淨」舍利弗語須菩提「有是無心

相心不」須菩提報舍利弗言

(LPG 53r)
104

 Dhr 166c4~29; Mo 13c3~22; Kj 233c29~234a21; Xz(II) 45a2~29; 

Xz(III) 456c6~457a20; PvsP(K) I 154.7~155.27; PvsP(D) 122.5~123.12; 

AdsP(Tib.U) ka 96b4~98a3; AdsP(Tib.S) ka 110a4~111b7; AdsP(Tib.Pk) 

ni 67a4~68a7; AdsP(Tib.D) ka 73a7~74b1; PvsP(Tib.U) ka 148a7~150a8; 

PvsP(Tib.S) ka 164b7~167a3; PvsP(Tib.Pk) nyi 125a3~126b6; PvsP(Tib.D) ka 

124a5~125b7; IOL San 1492/08 v2~6

1 /// .. st. t. v. .. .t. + + + + +

2 ///
105

 [y]u≈maµc chåradva(t¥p)utr(a) evam åha • asti ta<c> citta[µ] ya<c> 

cittam a(cittaµ)
106

 åha • kå punar e≈åyu≈man subh∑(te acittatå)
107

3 (su)bh∑tir åha • (a)v(i)kårå avikalpå åyu≈maµc chåradvat¥putra yå 

104　ÍsP(Gh) 495.13~503.17; ÍsP(Tib.D) ka 326b2~332b7; Xz(I) 202a21~c29.
105　1 /// .. st. t. v. .. .t. + + + + +
2 /// : ÍsP(Gh): ttatå tatråstitå yå astitå vå nåstitå vå na saµvidyate nopalabhyate / åha no 
h¥daµ åyu≈man subh∑te / subh∑tir åha / saced åyu≈mañ chåradvat¥putra tatråstitå yå astitå vå 
nåstitå vå na saµvidyate nopalabhyate / api nu yuktas te e≈a paryyanuyogo yadå-. 
PvP(Gh): ttatå tatråstitå vå nåstitå vå vidyate vå upalabhyate vå?
ßåriputra åha: na khalv åyu≈man subh∑te.
subh∑tir åha: saced åyu≈man ßåriputra tatråcittatåyåm astitå vå nåstitå vå na vidyate vå 
nopalabhyate vå, api nu te yukta e≈a paryanuyoga˙, yad å-.
106　a(cittaµ): PvP(K): acittam iti.
107　subh∑(te acittatå): ÍsP(Gh), PvP(K): subh∑te acittatå.
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sarvadharmå∫åµ tathatå iyam ucyate acintyå acittatå • åha • ki(µ) punar 

åyu≈man subh∑te yathaiva cittam avi(kåram avi)-
108

4 kalpaµ • tathaiva r∑pam apy avikåram avikalpam* tathaiva vedanå saµjñå 

saµskårå vijñånam apy avikåram avikalpam* yathaiva cittam avikåram 

avikalpaµ tathaiva skandhadhåtvåyatanapra(t¥tyasamu)-
109

5 tpådapåramitåbhijñåsm˚tyupasthånasamyakprahå∫ardhipådendriyabala- 

bodhyaµga mårgavalavaißåradyapratisaµvidåve∫ikåbuddhadharmå
110

 bodhir avikårå 

avikalpå˙ subh∑tir åha • eva(m etad åyu)- 
111

6 ≈maµc chåradvat¥putra yathaiva cittam avikåram avikalpaµ tathaiva 

r∑pam avikåram avikalpaµ • tathaiva vedanå saµjñå saµskårå vijñånam 

avikåram avikalpam* yathaiva cittam avikåram a(vikalpaµ)
112

 

7 {va} tathaiva bodhir avikårå avikalpa˙ || athåyu≈måµc chåradvat¥[putra] 

åyu≈mata˙ subh∑te sådhukåram adåt* sådhu sådhv åyu≈man subh∑te 

tadyathåpi nåma tvaµ bhagavata˙ putra [au](raso mukha)-
113

 

8  to  jåto  dharmajo  dharmanirmito  dharmadåyådo  nåmi≈adåyåda˙ 

pratyak≈acak≈urdharme≈u kåyasåk≈¥ • yathåpi tad ara∫åvihåri∫åm  

agratåyåµ bhagavatå nirdi≈†asyåyam uddeßa (evam åyu)- 
114

9 ≈man subh∑te bodhisatvena mahåsatvena prajñåpåramitåyåµ ßik≈itavyam* 

ato bodhisatvo mahåsatva˙ avaivartika upapar¥k≈itavya˙ avirahitaß ca 

bodhisatvo mahåsatvo pra[jñ](åpåramita)-
115

 

10 yå [v]editavyå˙ ßråvakabh∑måv api ßik≈itukåmenåyu≈man subh∑te 

iyam eva prajñåpåramitå prayatnata˙ ßrotavyodgrah¥tavyå dhårayitavyå 

108　avi(kåram avi): ÍsP(Gh), PvP(K): avikåram avi-.
109　skandhadhåtvåyatanapra(t¥tyasamu)-: PvP(K): prat¥tyasamu(tpåda˙).
110　 v゚alavaißåradyapratisaµvidåve≈ikåbuddhadharmå: Read b゚alavaißåradyapratisaµvidåve≈ikå-
buddhadharmå.
111　eva(m etad åyu)-: ÍsP(Gh), PvP(K): evam etad åyu-.
112　a(vikalpaµ): ÍsP(Gh): avikalpaµ.
113　[au](raso mukha)-: ÍsP(Gh), PvP(K): auraso mukha-.
114　(evam åyu)-: ÍsP(Gh), PvP(K): evam åyu-.
115　bodhisatvo mahåsatvo pra[jñ](åpåramita)- : ÍsP(Gh): bodhisattvo mahåsattva˙ 
prajñåpåramitåyåµ veditavya˙, PvP(K): prajñåpåramitayå veditavya˙.
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våcayitavyå paryavåptavyå yonißa(ß ca manasi)-
116

 

11  kartavyå˙  pratyekabuddhabh∑måv  api  ßik≈itukåmeneyam  eva 

prajñåpåramitå  ßrotavyodgrah¥tavyå  dhårayitavyå  våcayitavyå 

paryavåptavyå yonißaß ca manasikartavyå˙ bodhi .. (tvabh∑måv a)- 
117

12 pi ßik≈itukåmena bodhisatvena mahåsatveneyam eva prajñåpåramitå 

ßrotavyodgrah¥tavyå dhårayitavyå våcayitavyå paryavåptavyå yonißaß ca 

manasikartavyå˙ tat kasya he(to˙ atra hi)
118

 

13 prajñåpåramitåyåµ vistare∫a tr¥∫i yånåny upadißyante • yatra 

bodhisatvai mahåsatvai˙ ßråvakapratyekabuddhaiß ca ßik≈itavyam* || ◎ || 

prajñåpåramitåyå{˙}s trit¥ya˙ pariva(rta˙ ||)
119

 

Kj

「無心相中、有心相、無心相、可得不」舍利弗言「不可得」須菩提言「若不可得、

不應問有是無心相心不」舍利弗復問「何等是無心相」須菩提言「諸法不壞・不分別、

是名無心相」舍利弗復問須菩提「但是心不壞・不分別、色亦不壞不分別、乃至

佛道亦不壞・不分別耶」須菩提言「若能知心相不壞・不分別、是菩薩亦能知色

乃至佛道不壞・不分別」爾時、慧命舍利弗讃須菩提言「善哉、善哉。汝眞是佛子。

從佛口生、從見法生、從法化生。取法分、不取財分、法中自信身得證。如佛所

説得無諍三昧中、汝最第一、實如佛所擧。須菩提、菩薩摩訶薩應如是學般若波

羅蜜、是中亦當分別知。菩薩如汝所説行、則不離般若波羅蜜。須菩提、善男子・

善女人欲學聲聞地、亦當應聞般若波羅蜜、持・誦・讀・正憶念如説行。欲學辟

支佛地、亦當應聞般若波羅蜜、持・誦・讀・正憶念如説行。欲學菩薩地、亦當

應聞般若波羅蜜、持、誦、讀、正憶念如説行。何以故。是般若波羅蜜中廣説三乘、

是中菩薩摩訶薩・聲聞・辟支佛當學。

116　yonißa(ß ca manasi)-: ÍsP(Gh): yonißaß ca manasi.
117　bodhi .. (tvabh∑måv a)-: Read bodhisatvabh∑måv a, PvP(K), ÍsP(Gh): bodhisattvabh∑måv a. 
118　he(to˙ atra hi): ÍsP(Gh): heto˙ / atra hi, PvP(K): heto˙? tathå hy atra.
119　prajñåpåramitåyå{˙}s trit¥ya˙ pariva(rta˙ ||): ÍsP(Gh): ßatasåhasryåµ prajñåpåramitåyåµ 
t˚t¥ya˙ parivartta˙ //


